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　ノースウッド伯爵家の長女として生まれたアリエラにとって、産みの母である伯爵夫人は血のつながりこそあるものの、ひどく遠い存在だった。

　母は第一子にアリエラを、第二子に上の妹のマリエラ、三子に下の妹のサリエラ、そして末子に弟のイルゼンを立て続けに産んだのち、ちょうど同時期に生まれた王家の第三王子の乳母に自ら名乗りを上げ、実の子どもたちを置いてさっさと伯爵家を出ていってしまったからだ。

　アリエラの一番古い記憶は、僅かに開いた書斎の扉の隙間から、そうっと中を覗き込んだ時に目撃した、父と母が書斎で言い争っている姿だ。

　母が乳母となって何年か過ぎ、必要な物を揃えるために一時帰宅した時の出来事だったと記憶している。

「一体何が不満だと仰るの？　貴族の妻として王子殿下の乳母はこの上なく名誉あるお役目のはずです。この伯爵家の名にも箔がつくわ。あなたももっと喜んでくださっても良いでしょう？」

「確かに名誉なことだ。だが君は同時に四人の子の母でもある。血の繋がった実の子どもたちを屋敷に放ったまま、血の繋がらぬ王子殿下を育てることにばかり熱心な母の姿を見て子どもたちがどう思うか考えないのか」

　家の名誉はもちろん大切だが、何より家庭を大切に思う父にとって滅多に帰らない母を恋しがって泣く子どもたちの姿は、ひどく胸に刺さるものだったらしい。

　母親不在の家庭で子どもが育つことを、父なりに案じていたようだ。

　しかし父に対する母の返答は実に冷ややかだった。

「私は望んで四人の子の母になったわけではないわ」

「……何を言っているんだ……」

　それ以上返す言葉を失ったように口ごもる父に、母は辛辣だった。

「そもそも先に約束を破ったのはあなたです。私は結婚する前にあなたにお伝えしました。私はもっと学びたい。女にとって生き難いこの社会で、女の身でどこまでできるか試したい、だから一般的に良妻と言われるような妻にはなれないでしょうって」

「それは……」

「それでも良い、私の夢を応援するし、協力してくださる。側にいてくれれば良いと、あなたはそう仰いました。でも……その言葉を信じて結婚した私にあなたは何をなさいました？」

　言い切る母の言葉に父が黙り込む。

　約束とは何かはアリエラには判らなかったけれど、父には心当たりがある様子だ。

「愛しているからなどという言葉を免罪符に無理に私を抱いて次々に身籠もらせた。一人二人ならまだしも、四人も。私の父に何を頼まれたのでしょう。賢しい娘を身籠もらせてでも家に縛り付けておけと、そう言われました？」

　確かにアリエラを筆頭に、子どもたちは皆年が近い。

　子を産んではすぐに孕み、産んでは孕み……身体にも相当な負担だったろうし、その間、殆ど身動きを取ることはできなかっただろう。

　そして母の父、つまりアリエラの祖父は娘が余計な知恵を付けることを望んでいなかった。祖父が母に望んだことは家を守り、子を産み、貞淑に夫に従うことだった。

「そんなことは言われていない。私はただ純粋にあなたと家庭を作りたいと……！」

「私の夢と引き換えに？　私を何度も組み伏せ、出産させることで？」

「……」

「それなら最初から仰ってくだされば良かった。協力だの、応援だの、耳あたりの良い言葉で騙さずに、最初から言ってくれたら、私は決してあなたの手を取らなかったのに」

　そう断言されて、幼い子どもの目にも判るほどはっきりと、父の顔から表情が消えた。

　心の深い場所を傷つけられると、人は無の表情になるのだとアリエラは初めて知った。

「子どもたちのことはあなたにお任せします。私は妻として子を産む、という責任は果たしました。次に約束を守るのはあなたの番です。恨むなら妻の夢を軽く扱った、あなた自身をお恨みになって」

　後で聞いた話では、両親の結婚は父が社交界で母を見初めたことがきっかけだという。

　凜として知的な令嬢に心を惹かれ、いつしか愛していたのだと。

　立て続けに子に恵まれたことも決して母を家に縛り付けるために故意に行ったわけではない。予想外の妊娠だったのは二人共に同じで、違ったのは子の存在を喜んだ父とは反対に、母は恨んだことだった。

　できることならアリエラも泣きたかった。自分たちが母に愛されていないなんてまだ幼い子どもが受け止めるには重すぎる。

　でもアリエラにとってもっとも衝撃が大きかったのは、母との実りのない会話の後に、書斎のソファに項垂れるように座り込んで己の顔を覆った父の背が細かく震えていたことだ。

　外に声を漏らさぬように涙する父の姿を見た時、アリエラは決めた。

　母がいなくても、父がいれば良い。弟妹たちが、母を恋しがって悲しむ必要もないくらいに自分が愛し、守ってやろう。

　母親のように家族を捨てたりなんて、絶対にしない、と。

　そして弟妹たちも母代わりを努めるアリエラをとても良く慕った。

「お姉様、お姉様だいすき」

「ごほん読んで、おねえさま」

「一緒に寝てください、ぎゅってして？」

　時には喧嘩して、時には叱って、それでも甘えて慕ってくる弟妹が愛しくて仕方なかった。

「アリエラお嬢様だってご弟妹とそう年齢が離れているわけではありませんのに……」

　そう言って乳母や使用人のナニーたちは気の毒がったが、いつしか弟妹の世話をすることがアリエラの生きがいになった。

　いっときは沈んでいた父にとっても、しっかりした長女の存在は救いとなったらしい。

　ノースウッド伯爵家は常に温かな家族愛に包まれていた。唯一、そこに母親がいないというだけで。

　そんな日々を過ごしてどれほど過ぎたか。

　徐々に少女として成長しつつあるアリエラを見て、父が時々懐かしむような、切ないような眼差しを向けることが多くなったのは、十二か十三くらいになった頃だろうか。

　無理もない。アリエラは元々柔らかな金髪や翡翠の瞳を父から譲り受けていたが、顔立ちそのものは母に良く似ていた。

　ただ、性格が違うせいか人に与える印象はまるで違う。

　どちらかというと尖った鋭い雰囲気が強かった母と対照的に、アリエラはおっとりとした柔和な雰囲気が強い。

　卵形の柔らかな曲線を描いた輪郭の中に、こぼれ落ちそうなほど大きな瞳と、少しだけぽってりと膨らんだ厚めの唇が収まっていて、その上に小さな鼻がちょんと乗っかっている。

　ものすごく美人というわけではないけれど、どこか人をホッとさせる愛嬌はいつも気を張っていた母にはなかった、アリエラだけのものだ。

　しかし年齢を重ねると共に、やはり母の面影を感じさせるようになってきたのだろう。

　父にそんな顔をさせることが辛くて、意識的に母とは正反対の髪型や服装を好むようになっていた、そんな頃だった。

　城にいる母から、突然呼び出しを受けたのだ。

「お母君からの使いです。お嬢様方を城へお招きするようにと申しつかっております」

　初めて目にする王城のお仕着せに身を包んだ使者が迎えにやってきて、アリエラたち姉弟を馬車へと押し込んだ。

　父が逆らえなかったのはその使者が王家直属であり、また王の第三妃の印章が押された書状を持参していたからだ。

　既に顔も覚えていないほど会っていなかった母と再会した時、弟妹は怯えてアリエラの後ろへ隠れるばかりだった。

　そんな弟妹を背に庇うようにしながら、唯一顔を上げて見返してきた娘に母は冷たく言い放った。

「シュゼッタ様があなたたちをジェスラン殿下の遊び相手として認めてくださいました。そのお気持ちに感謝し、決して裏切ることなく殿下に尽くしなさい」

　どうやら母は自分の王子への献身と同じものを子どもたちにも求めようとしているらしい。随分虫の良い話だ。これまで母親らしいことなど何一つしてくれなかったのに、こんな時は子どもの母という立場を利用するなんて。

　正直、良い感情は抱かなかった。母に対しても、その王子に対しても。

　でも……一番下の弟と同じ年齢の王子様は、弟以上に小柄で弱々しく見えて、そして寂しそうに見えた。四六時中母や多くの人々が側にいるはずなのに、どうしてそんなに寂しげな顔をしているのだろう。

　不安げに揺れるその琥珀色の瞳を前に、アリエラは気付くと手を差し伸べていた。

　その手に驚いたのか、王子がビクッと身を揺らす。それと同時に、彼の紅茶にミルクを落としたような亜麻色の髪も一緒に揺れた。

　柔らかな髪色のせいか、あるいは不安げな表情のせいか、その王子は見た目以上にか弱そうに見えた。

　しかしよくよく見れば、整った、優しげな顔立ちをしている。

　物語に出てくるようなキラキラした華やかな王子様のようでも、猛々しく勇敢な騎士のようでもないけれど、人の心に優しく寄り添うような穏やかな雰囲気の容姿の持ち主だ。

　きっともっと己に自信を持って、まっすぐ顔をあげられるような大人になれば、人の心を掴む好青年になるだろう。

「私はアリエラというの。一緒に遊びましょう、王子様」

　本当はもっと、恨んでも良いはずだった。嫌っても良いはずだった。

　でも、できなかった。

　彼のどことなく放っておけない雰囲気もさることながら、差し出したアリエラの手を恐る恐る握り返したその手を振り払うことなんて。

　そしてこれが全ての始まりとなる出会いだったのだ。
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　密閉された部屋の中、男女の荒い呼吸がかすかに響く。

　その呼吸に重なるのは粘着質な水音だ。耳にするだけでどこか淫らな想像をしてしまうのは、本能的にそれがどういった行為から生まれる音かを理解しているからなのかもしれない。

　さらに重なるのは寝台が軋む音とそのたびに肌を打つ音。

　そして、高い女の嬌声だった。その声が、自分の口から迸っているなんて信じられない。

「あ、ああ……お願い、もっと動いて……」

　自身から理性が失われてどれほどの時間が過ぎただろうか。

　何か大事なことがあったはずなのに、頭に霞がかかってまともなことを考えられない。

　今はただ全身に籠もる熱と燻り大きく膨らみ続ける欲望をどうにかして解消したいと、そればかりを願う。

　そんなアリエラに覆い被さっているのは、長いこと弟のように付き合ってきた幼馴染みの青年だ。

　二人は今、ノースウッド伯爵邸のアリエラの自室にある寝台の上で、共に衣服を大きく乱した、肌も露わな姿で抱き合っている。身体のもっとも繊細な場所を深く繋げ合いながら。

「……アリエラ。……アリエラ」

　熱っぽく繰り返し名を呼ぶ青年に、涙の膜が張った瞳を向けるも、室内にある灯りは小さなランプ一つのみで、彼がどんな顔をしているのかははっきりと見えない。

　判るのは自分にのし掛かる彼の身体が、とても逞しく、熱く、そして大きく感じること。

　浮かされるような、甘く陶酔した声が彼自身、この行為を望んで受け入れているだと教えている。

　そして……彼の全てが確実にアリエラの身体に燻る熱を官能的に高めていく。

「ああ、良い、アリエラ……ずっとこうしてあなたを抱く日を夢に見ていたんだ」

　大きく限界まで開かされた両足の奥、昂ぶる彼自身を根元まで呑み込んだその場所は、つい少し前まで何も知らぬ乙女であったことが嘘であるかのように熟しきった果実のごとくぐずぐずに溶けている。

　彼の腰が動くたび、ぐじゅぐじゅと耳を塞ぎたくなるほどの淫らな音を響かせるほどに。

　はしたない自分の身体が恥ずかしい。

「ああ、違うの……違うの、私、本当に……こんなこと、初めてで……なのに……」

　理性は失っても、羞恥は残っているのだろうか。

　あるいは目の前の青年に幻滅されたくないという想いからなのか。

　快楽と困惑と自分でも上手く説明できない感情に揺らされて、涙混じりに訴えるアリエラに青年は笑った。心から愛おしくて仕方ないと、もう人生の大半を付き合ってきたアリエラですら初めて目にする表情で。

「判っている。あなたが貞淑な女性だってことは、俺がよく判っている、だから心配しないで良い。あなたは何も悪くない、悪いのはあなたの隙に付け込んだ俺だ」

「ん、あぁっ!?」

　ひときわ高い声が上がったのは、腰が浮くように両足を肩に担ぎ上げられためだ。

　真上から串刺しにされるような姿勢は、自分の秘部も、そこを貫く雄芯も全てが見える。

　視覚、聴覚、臭覚、触覚、そして何度も口付けを交わした味覚、全ての感覚を通して襲い来る官能の波に抗う術はない。

「あっ、あああっ!!　あぁぁ…………っ!!」

　苦しい。それなのに悦い。

　腹の奥でじりじりと焦げ付いていた官能の炎が膨れ上がり、アリエラの胎内を焼く。

　と同時に背骨から脳髄へと一気に駆け上がっていく愉悦に高みまで押し上げられて身もだえした。

　そんなアリエラの担がれた足の片方がさらに深く折り込まれ、交差する姿勢でガツンと深い場所を叩かれた時、限界は唐突に訪れる。

　その瞬間、アリエラは咄嗟に奥歯を噛みしめた。

「っ……！　っ、っっ!!」

　高く上がりそうになる声を懸命に呑み込むも、大きく跳ね上がる腰の動きは止められない。びくっ、びくっと釣り上げられた魚のように二度三度、身もだえさせ、背筋を強ばらせながら、アリエラは自分のその場所が痛いくらいに激しく蠕動し、新たな蜜を噴きこぼす様を自覚した。

「っく……」

　同じように絶頂の声を殺した青年が、身体の奥深い場所で果てる。

　びくびくと彼の下腹が痙攣するように脈打つたびに、己の欲望をアリエラの中に注ぎ込みながら。

　最後の一滴まで注ぎ終えた青年の身体が崩れるように倒れ込み、アリエラの身に折り重なった。

「は、はぁ……あ、ん……」

　どうやら無意識のうちに息を止めてしまっていたらしい。

　荒い呼吸で豊かな胸を上下させながら、きつく閉じていた目を再び開く……呆然と定まらぬ視線を彷徨わせて、アリエラは無意識に求めるように青年の肩を抱きしめた。

　汗で濡れ、熱くなったその逞しい両腕に抱き返されながら、己の中に注がれた熱い奔流を感じ、力を失ったように目を閉じ、ぼんやりと考える。

（ああ、どうしてこんなことになったのだったっけ……）

　自分たちは決して、こんなふうに肌を合わせるような関係ではなかったはずなのに。







　この夜、ノースウッド伯爵邸には多くの人々が集い、笑いさざめく声に包まれていた。

　人々の会話の邪魔をしない程度の音量で流れる、楽団による音楽も、いたるところに飾られた瑞々しい花々も、磨き抜かれた床や壁、調度品に来客たちのドレスや衣装も、その全てが華やかな彩りと気遣いに溢れている。

　賑々しい人々の中央で満面の笑顔を浮かべているのは一組の若い男女だ。

　未来のノースウッド伯爵夫妻となる、この家の跡取り息子であるイルゼンと、その妻となったアンナ。二人の結婚披露宴が今、ここで開かれているのである。

　今夜の主役はあの二人だ。

　しかし、功労者は誰かと問われると、事情を知る者全てがノースウッド伯爵家の長女アリエラの名を出すだろう。

　一年前の婚約式から今まで、末の弟のためにあれこれと準備に奔走し、手を尽くしてきたのは彼女だからだ。

　その努力が報われて、弟夫婦はこの上なく幸せそうに笑い、寄り添い合っている。

　弟夫婦の晴れ舞台の日、万が一の粗相があってはならないと細部まで気を配り、使用人たちの指揮を執り、来客一人一人に丁寧な挨拶と心遣いを尽くしてきたアリエラが、やっと一息付けたのは宴も中盤にさしかかった頃だった。

「もう、お姉様ったら！　もう充分だから、後は皆に任せて少しはパーティを楽しんでちょうだい！」

「そうよ。お姉様のおかげで私たち弟妹はみんな家庭を持ったわ。もうこれ以上のお世話は必要ないから、ちゃんと自分のことを考えて」

　そう言って呆れ顔でアリエラの手を止めさせたのは、上の妹のマリエラで、アリエラの背をパーティ会場に向けて押したのは下の妹のサリエラである。

　二人の妹が嫁いでもう六年になる。妹たちが嫁ぐ際も、その花嫁支度を調え、婚家に恥ずかしくないようにと心を尽くして送り出したのはアリエラだ。

　今では二人ともそれぞれ二児の母、夫との仲も良好のようで幸せな家庭を築いている。

「ここまで来たなら最後までやっても同じだと思うの」

　まだパーティは終わっていない。客の最後の一人が帰るまで、あれこれと采配を続けようとするアリエラに、二人の妹はキッと目尻を吊り上げると、マリエラが姉の豊かな胸元を人差し指で押す。

「何を言っているの。今夜はたくさんのお客様がいるわ、もしかしたら気が合う殿方がいるかもしれないでしょう？」

「そうよ、裏方にいては出会いもないわ、いい加減にお姉様も自分の幸せを探してちょうだい！　せっかく用意したドレスがもったいないわ！」

　今アリエラが身につけているドレスは、弟たちの準備には余念がないくせに自分のこととなるとおろそかな姉のために、二人の妹が用意してくれたものだ。

　深いラベンダー色の腰下からふわりと広がるドレスは、胸元から太腿までの身体の線に沿わせている分大人の女性の魅力を引き立てている。しかし胸のあたりから緩くドレープを作りながら重ねられた薄いシフォンが露骨な身体の線を上手く目隠しし色気過多にならないように品良く纏めたドレスである。

　折角のドレスをこんな裏方で終わらせてしまうのは惜しいのは確かだ。

　だが、アリエラは困ったように微笑みながら首を傾げた。

「そんな、出会いなんて……私はもう二十六よ？　誰も相手になんてしてくれないわよ」

「何を言っているの、もう、じゃなくてまだ二十六よ！　その柔らかい金髪も、綺麗な翡翠の瞳も、真っ白な肌もまだまだ武器になるわ。むしろ十代の若い令嬢にはない成熟した豊かな胸と女の魅力で殿方の一人や二人、恋に惑わせてごらんなさい！」

　何やら鬼気迫る二人の妹の迫力に、アリエラはおっとりと苦笑するしかない。

（出会いって言ってもね……）

　妹たちはこう言うが、アリエラの年齢はもう充分年増で立派な行き遅れだ。

　デビューした十代の頃にはいくつか縁談もあったけれど、弟妹たちが落ち着くまではと断り続けていたら、二十歳を超えた頃からピタリとなくなってしまった。

　貴族男性は総じて結婚相手には若い令嬢を望む。アリエラの年齢ではまず良縁など望めないし、あったとしても後妻がせいぜいだろう。

　父はなんとか条件の良い結婚をと相手を探してくれているようだが、アリエラはもう、結婚に期待していない。

　だがそれを言えば妹たちの目尻がますますつり上がりそうだ。それに、二人が姉のこれからを心配してくれていることはよく判る。

　この国に限らず、この時代の国々では女性が安定した生活を送るためには男性の庇護下に入ることが大前提とされている。

　何のおとがめもなく独身を認められている女性など神に生涯を捧げた修道女くらいのものだ。婚期に乗り遅れた女性は社会の不適合者として白い目で見られるのが常であるから、妹たちはそれを心配してくれているのだ。

　女一人ではひどく生きにくい社会だから。

「……判ったわ。じゃあ、お言葉に甘えて会場の方へ行くわね。後はお願い」

　妹たちに折れる形で大広間へ戻れば、ちょうど弟夫婦が手を取り合ってダンスを披露しているところだった。

　優しげな眼差しで相手を見つめる弟のイルゼンも、その夫をうっとりと見つめる新妻も、二人の様子を見れば一目で想い合っていることが判る。

　二年前の舞踏会で知り合ってから、穏やかに愛情を育んできた二人である。

　そんな弟夫婦の姿を見つめながら、アリエラは静かに嘆息した。

　脳裏に浮かぶのは、母親を恋しがって泣いていた、幼い頃の弟妹の姿だ。

　立派に成長した彼らの姿が誇らしく、同時に少しだけ寂しい。

　子育てを終えた親とは、皆こんな気分になるのだろうか？

　それぞれが己の人生に向かって飛び立った後で、自分一人だけが置いて行かれているような、何とも言えない僅かな寂寥感を覚えた時だった。

「昼の挙式も、この披露宴も細やかな気遣いが行き届いた温かな良いパーティだ。これでやっとあなたも肩の荷が下りただろう」

　横合いからかけられた声にハッとして視線を上げる。

　目立たぬように壁際に下がっていたアリエラの隣に、いつの間にか一人の青年が立っていた。

　年の頃は弟のイルゼンと同じ、二十歳をいくつか超えたくらいの若い青年だ。

　端正に整った優しげな容貌の持ち主で、紅茶にミルクを落としたようなふんわりとした亜麻色の髪を短く整えている。その瞳は光の加減で金にも見える琥珀色だ。

　出会った頃はアリエラより頭ひとつ分も背が低かったのに、成長期に入った途端にあっという間に追い越された。今では肩幅は広く逞しく、手足もすんなりと伸び、正装の下に理想的に鍛えられた身体を隠す青年に成長している。

　一見穏やかで柔和にも見える容姿だけれど、同時に男性らしい精悍な印象を持ち合わせた青年の姿は充分に鑑賞に堪えうるものだ。

　一目で身分ある人間だと判るその青年を前に、普通の貴族令嬢ならばとたんに頬を染め、緊張するところだが、彼の顔を見上げたアリエラは嬉しそうに破顔した。

　その青年はアリエラにとってはもう一人の弟と言って良い、幼馴染みだったから。

「そうね、我ながら良い仕事をしたと思うわ。これで私もやっとお役御免よ」

「全く、あなたは本当によくやったよ、弟や妹たちのためにここまで尽くせる姉はそう多くない。頭が下がる」

「王子様のお褒めにあずかるなんて光栄だわ。……次はあなたの番かしら？」

　意味深に微笑んで、ちらっと隣に視線を向ければ、同じくこちらを見下ろしていた青年が何とも言えない複雑そうな表情で溜息を吐いた。

「次は俺の結婚をプロデュースするつもりか？　俺まであなたの世話になるつもりはないよ。それにそんな話はまだまだ先のことだ」

「本当に？　シュゼッタ様がお相手をお考えになっているのではないの？」

「少し前までは煩く言われていたけど、この間母上とはこの先のことについて、しっかり話し合いをしたんだ。今は俺が望むとおりにするのが一番良いと理解してくださっている」

「まあ、そうなの。それは良かったわ。でもその調子だとあなたのおめでたい話が聞けるのは、当分先になりそうね？」

　するとなぜか青年は少しだけ拗ねた表情を見せる。

　鈍い、それともわざとか、とかぼそぼそと聞こえてきたように思うけれどはっきりしない。

　僅かに首を傾げながら彼の顔を覗き込むと、途端にその頬がうっすらと染まったように見えた。

　そんな彼に少し笑ってしまった。

　だって初めて出会ってからもうずいぶんな年月が過ぎて、か弱げな少年だった彼が今はこれほど立派な青年に成長しているのに、こんな時の反応は昔とあまり変わっていない。

「……笑うなよ」

「だって可愛くて」

「……その言葉は、全く褒め言葉じゃないって判っているか？」

　確かに既に二十歳を超えた青年に可愛いなんて褒め言葉にはならないだろう。

　昔はアリエラの姿を見つけると迷子になっていた子犬が親犬を見つけたかのように一目散に駆け寄ってきて、時間が許す限り側にくっついてきたけれど、それも彼の成長と共になくなってしまった。

　あの時は自分を見つけてホッとしたように浮かべる笑顔が見たくて、たまにわざと隠れてみたりもしたものだ。もちろんそれがバレた時は拗ねられて機嫌を取るのが大変だったけれど。

（でも、もう本当に昔のことね。……近い将来、彼も相応しい人を見つけるでしょう）

　そう考えると、胸の奥がちくんと痛む。

　その痛みを誤魔化すようにそっと己の胸を片手で押さえ、アリエラは微笑みながら会話を続けた。

「成人男性に言うことではなかったわね。ごめんなさい」

「……まったく、敵わないな。俺がいつまでも子どもだと思っている？」

「そんなことはないわ。ちゃんともう昔とは違う、お互いに大人だって判っているわよ」

「本当に？」

「こんな立派に成長した殿方を、子ども扱いできるわけがないでしょう？」

「……本当かな」

　ほんの少し機嫌は回復したみたいだが、青年の口調はどこか懐疑的だ。

　くすくすとアリエラはまた笑う。

　気安い口調で言葉を交わしているが、今アリエラの隣にいる青年はこの国の第三王子であるジェスランだ。

　その第三王子とアリエラがここまで気安く親しげに言葉を交わすのにはもちろん理由がある。アリエラを含めたノースウッド伯爵家の四人の姉弟は彼の乳姉弟であり、幼い頃から親しい付き合いが続いているからだ。

　特にジェスランと同年の、今夜の主役の一人である末の弟イルゼンは、近く王子の側近として城に上がることが決まっている。

　ふっとジェスランの表情が曇ったのはこんな軽口を交わした後のことだ。

「……サヴィーニャを連れてこられなくてすまない」

「良いのよ。母が必要ないと言ったのでしょう？」

　唐突とも思えるその言葉を、アリエラは予測していたように微笑んで受け止める。

　そう、サヴィーニャとはアリエラたちの母であり、ノースウッド伯爵夫人の名である。

　母は妹たちの婚礼の時にも顔を出さなかった。

　跡取り息子の結婚さえも母にとっては家に帰る理由にはならないのだろう。

　期待や失望を抱く時期はとうの昔にすぎている。ジェスランは申し訳なさそうな罪悪感の混じった表情をしているけれど、別に彼が悪いのではない。

　選んだのは、母自身だ。

「気にしていないわ。大丈夫よ」

「そうか。……それより、アリエラはこれからどうするんだ？　弟妹たちも独り立ちしたことだし、そろそろ本気で自分の幸せを考える気になったか？」

「妹たちと同じことを言うのね。それはもちろん考えなくちゃ、とは思っているけれど、いざ自分のこととなるとなかなか思いつかなくて」

「…………結婚、は？」

　この時ジェスランが少しばかり言い淀んだ理由は何だろう。

　立派に行き遅れている幼馴染みへの気遣いだろうか。

「もちろんご縁があればそれも選択肢の一つでしょうけれど、この年で良縁を期待するのは図々しいって判っているわ」

　引き続き父が良い相手を探してくれているみたいだが、やはり色々と難しそうだ。

　家族の迷惑にはなりたくないし、無理に嫁いで肩身の狭い人生を歩みたくもない。

「イルゼンたちはずっとこの屋敷にいても良いと言ってくれているけれど」

「それはそうだろう。ここまで尽くしてくれたあなたを追い出すなんて、考えられない。イルゼンは最期まで姉の面倒を見るつもりでいるよ」

「でもこれから家を取り仕切るのはイルゼンの奥様よ。……近いうち、この屋敷を出ようかと思っているの。領地の片田舎に小さな屋敷を一つ買って、細々と暮らすのはどうかなって」

　未婚の女性一人で生きにくいのは貴族でも平民でも変わらない。

　けれど田舎であれば貴族社会ほどには年齢に拘らず、良い相手と出会えるかもしれないし、少なくとも貴族社会に居続けるよりは、悪目立ちせずに済むはずだ。

「幸い、使わずに済んだ私の持参金があるし、贅沢をせず堅実に暮らす分には生活には困らないと思うの」

「いやいや、ちょっと待って、アリエラ」

　笑顔で自分なりの今後の人生プランを口にするアリエラに、にわかに慌てた声を出したのはジェスランだ。

「それって隠居だろう。さすがに隠居を考えるには早すぎやしないか？」

「そう？」

「そうだよ。それくらいなら……ええと、そう。……結婚しないか？」

「だって残念ながら今のところそのお相手がいないのよ。さっきもご縁があったらって言ったじゃない」

「いや、いるだろう、ここに」

　ジェスランの言葉に思わず目を瞬かせた。

　ここにいる結婚相手。

　アリエラはぱちぱちと瞬きを繰り返すと笑った。

「ジェスランったら。気持ちは嬉しいけれど、少し冗談がすぎるわ。あなたなら私のような冴えない年増じゃなくてもいくらでも相手がいるでしょう？」

「アリエラ。そうやって自分を卑下するようなことは言わないでくれ。あなたは充分に若く美しい魅力的な女性だ。それに冗談でこんなことは言わない」

　意外なほどに熱が入った言葉に、アリエラは軽く目を見張ってジェスランを見つめた。

　その彼女の瞳を彼がまっすぐに見返してくる。

　つい先ほどまでの気安げな雰囲気はなりを潜め、今のジェスランはやや緊張した、ひどく真剣な眼差しをしている。

　そう、よほど演技力の優れた役者でもなければ、こんな瞳はできないと思えるくらいに彼の視線は強く、そして熱く感じた。

　その瞳に、内心アリエラは動揺した……だってこれまでの長い付き合いの中で、ジェスランのこんな瞳を見るのは初めてだ。

　それを見れば彼が冗談や偽りを口にしていないと判る。

　つまり……ジェスランは本気で自分に言っているのだ。

　結婚しよう、と。

「……っ……」

　どくりと心臓の鼓動が大きく脈打った。一つ高鳴ったそれはすぐに二つ三つと重なり合ってアリエラの全身に、彼の瞳が与えてくる以上の熱を駆け巡らせる。

　油断すると動揺で全身が震えてしまいそうになる声を懸命に抑えなくてはならなかった。

「……ありがとう。でも気持ちは嬉しいけれど、やっぱり冗談がすぎるわ」

　アリエラはにこにこと笑ってそう言った。

　彼の言葉の意味になんて何一つ気付いていない鈍感な女を演じるように。

「アリエラ」

「気持ちだけいただいておくわね。それじゃあ、私はお客様にご挨拶してこないと」

　何か言いかけたジェスランの言葉を遮るように告げると、努めて平静を装ってその場を離れた。できるだけ「逃げた」という印象を与えないように注意したつもりだけれど、多分そう思わせてしまうことは防げそうにない。

　だって、実際に逃げ出したのは事実なのだから。

　我ながらひどい対応をしたと自覚している。真剣な言葉を向けてくれた人に対して、冗談だろうと笑って受け流すなんてとても誠実とは言いがたい。

　相手の気持ちを踏みにじるような行為だと嫌と言うほど判っている。

（でも、じゃあなんて答えれば良かったの……咄嗟に上手に躱す方法なんて、何も思いつかなかった……）

　冗談にして受け流すだけでも相当な努力が必要だったくらいだ。

　ドキドキと脈打つ鼓動は早く激しく、比例してじわじわと上がる熱は抑えようがない。

　そうやって言葉を選ぶ余裕も失うくらい、ジェスランの先ほどの言葉は、アリエラの心を大きく揺らした。

　だってアリエラが彼に向けるのは決して幼馴染みに対するような純粋な親しみの感情だけではなかったから。

　アリエラがその気持ちをジェスランに抱くようになって五、六年は経つだろうか。

　それ以前はもう一人の弟のようなものだと思っていたのに、ある日ふいに、彼はもう子どもではないのだと自覚したその瞬間に、自分の心がざわめくのを自覚した。

　正直に言えば、先ほどのジェスランの申し出は嬉しかった。

　アリエラがもう少し若ければ、答えもまた違っていたかもしれない。けれど既に二十代も半ばを過ぎた今、素直に彼の隣を望めるほど無邪気になれそうにない。

　このノースウッド伯爵家だって、姻戚になったところで彼には何のメリットもない。

　それでなくとも今、彼の立場も少し微妙になっていることを知っている。

　現在この国にはジェスランを含め王子が三人いるが、王太子がいない。

　順当に考えれば第一王子が相応しいのだろうが、王が明言していない以上他の王子二人にも可能性はあって、数年前からそれぞれの王子たちの間には王位継承問題が深い溝となって横たわるようになっている。

　特に強く主張をしているのは第一王子と第二王子だが、上二人の王子に比べて人当たりが良く、人望のある第三王子ジェスランを支持する者も多い。

　その筆頭がアリエラの実母であり、ジェスランの乳母でもあるサヴィーニャだ。

　母が野心ある人物であれば、アリエラをジェスランに嫁がせて、姻戚関係として権威を奮うことを望んだかもしれない。

　だが母にとって大切なのはノースウッド伯爵家ではなく、ジェスラン個人だ。

　母ならば大して役に立たない、年齢ばかりを重ねた所帯じみた娘より、もっとジェスランの役に立つ高位貴族家の令嬢を望むだろうし、その点に関してはアリエラも否定しない。

　自分では……完全に力不足である。

　正直なところ、彼が幼い頃から自分に好意を抱いてくれていることは薄々察している。もしかすると同じように自分も彼に対して憎からず想っていることは伝わっているかもしれない。だからこその先ほどの言葉なのかも。

　でも……そこまで考えて頭を振った。

　折角の弟の晴れ舞台の場で、身の程知らずなことを考えていても仕方ないと気持ちを入れ替える努力をする。

　アリエラは気付かなかった。

　この時、人々の波の中に消えていくアリエラの背中を、ジェスランが切なげな眼差しでじっと見つめていることになど。







『気持ちは嬉しいけれど、冗談がすぎるわ』

　その台詞は、なかなか鋭くジェスランの心を抉った。

　冗談などではない。本心だというのに、アリエラは信じてくれない。否、あえて信じないように振る舞っているふうにも見える。

『私よりあなたに相応しいご令嬢は他にたくさんいるわよ』

　この時ばかりは、アリエラのおっとりとした笑顔が憎らしかった。

「他の令嬢なんてどうでもいい。俺がほしいのはあなただけなのに……」

　いっそ強引に奪ってしまおうかと、何度考えただろう。

　自分は彼女の弟ではない。

　いつまでも年下の少年扱いをするならば、そうではないのだと、アリエラが泣こうがわめこうが力尽くで教えてやる機会はいくらでもあった。

　でも、それを踏みとどまってきたのはノースウッド伯爵家の姉弟に抱いている罪悪感のせいだ。

　アリエラの母がジェスランの乳母となった時、伯爵家の姉弟はまだ幼い幼児だった。

　同年のイルゼンにいたっては生後数ヶ月の赤ん坊で、そんな彼らから母親を奪い取ってしまったのは自分だという思いがあるからだ。

　もちろん乳母となることを望んだのはサヴィーニャ自身だし、数多くいた候補から彼女を選んだのは母だ。伯爵家だってそれ相応の恩恵は受けているはずだし、赤子だったジェスランには何の罪もない。

　しかし自分が成長した現在になっても、サヴィーニャは屋敷に戻らず城にいる。まるでこここそが自分の居場所であるかのように。

　何度かサヴィーニャには伝えた。

「俺はもう大丈夫だから屋敷へ帰り、家族とのこれからの時間を大切にした方が良い。その方があなたの人生を豊かにしてくれるのではないか？」

　と。しかしいつも答えは否。

「私の人生は王家に捧げました。私の望みは、殿下のおそばにあることです。それに家のことは私がいなくとも、娘が上手くやるでしょう」

　その言葉は娘を信頼しているようでいて、その娘の貴重な時間を搾取しているようにも感じる。家のことは娘に任せただなんて、じゃあその任された方はずっと家を離れることができないではないか。

　ジェスランにとってはアリエラが今まで独り身でいてくれたことは素直に喜ばしい。

　でも本来彼女のように器量も人柄も良い娘なら、良縁を望めたはずだ。

　きっと愛情深い妻や母になれただろう。

　それが幸せの全てだとは言わないけれど、幸せになる手段の一つではあると思う。

　伯爵夫妻の間にどんな確執があるかは知らない。でも自分の存在が伯爵一家を引き離した原因になっているように思えて、胸の内でモヤモヤと晴れない霧が漂う。

　こんな有様だから、ジェスランはアリエラへの想いを随分早い段階で自覚したというのに、未だに面と向かって想いを伝えることができないまま今日まで来てしまった。

　このまま手をこまねいていれば、アリエラはそれこそ手の届かないところへ行ってしまう気がしてならない。

「……冗談で終わらせてたまるか。ずっと待っていたんだ、諸々の問題事はひとまず脇に置いておいて、まずはもう一度話をしなければ」

　小さく頭を振ると、落ち込みそうになる心を奮い立たせるように表情を引き締めた。

　今夜を逃せば次にまたいつ話ができるか判らない。ジェスランはアリエラの姿を探すことにした。

　だが王子の姿を認めて、次々とやってくる貴族たちはなかなか自分を解放してくれない。現在王位継承問題が繊細な事案となっていることから彼らを邪険に扱うこともできず、やっと落ち着いた頃、披露宴はもう終盤にさしかかっていた。

　今夜の主役の二人は既に夫婦の寝室へと下がったようだが、アリエラはきっと最後まで客の相手をするためにこの会場に残っているはずだ。

　周囲を見回せば、賑やかに笑いさざめく人々も、そろそろ良い具合にできあがってきているようで、広間の壁際の方からひときわ大きな笑い声が響く。

　そちらへと目を向けたジェスランの耳に下世話な会話が聞こえてきたのはその時だ。

「おい、そろそろ止めた方が良いんじゃないか？　彼女、もう足元に来ている。デヴィッドの奴、無理に飲ませすぎだろう。祝いの席だとしても女性にあれだけ飲ませるのはまずい」

「つまらないことを言うなよ。普段はガードが堅いからな、今夜は良い機会だ。あれだけ良い身体をしているのに売れ残りのまま手つかずなのは惜しい。あわよくば味見させてほしいとお前だって思うだろう？」

「まがりなりにも伯爵令嬢だぞ？」

「歳のいった、売れ残りの令嬢だ。きっと寂しいだろうさ。案外誘えば応じるかもしれない」

　……その会話をしている青年たちも、どうやら随分酔って気が大きくなっているらしい。普段なら決して人前では口にしないような品のない言葉を並べて、だらしなく笑っている。

　唯一良識ある発言をしていた青年も、すぐに他の仲間たちに取り込まれた様子からして、不埒な考えを改める者はいそうにない。

　それだけでも不快だったが、彼らの話の内容はそれ以上にジェスランの危機感を刺激した。

　慌ててアリエラの姿を探せば、会場のドリンクサービスの近くで複数の貴族たちから酒を勧められているところだった。

　もう充分ですと断ろうとするも、めでたい席なのだからとグラスを次々と押しつけられ、元々酒に強くないアリエラの肌は顔といわず首筋や胸元まで真っ赤に染まっている。

　心なしかとろりと瞼も落ちてきて、色づいた肌の色も相まって妙に婀娜っぽい。

　彼女の正面にいるのがデヴィッドという男だろう。確か伯爵家の遠い親族だったはずだ。その男が、豊かに膨らんで深い陰影を作っている彼女の胸の谷間へと目を向けて、ゴクリと喉を鳴らす様がはっきりと判った。

　その時、アリエラの足元がよろりとふらついた。

　すかさずデヴィッドが手を差し伸べ、彼女を支える。大きく広げたその手の平が、彼女の腰をさりげなく撫でる様が意図的に見えたのはジェスランの錯覚だろうか。

　今、彼の顔に注目する者がいたら、強い怒りを表した王子の表情に震え上がったことだろう。

「おっと、大丈夫ですか、レディ」

「も、申し訳ございません。……少し、ふらついてしまって……」

「もしや具合が悪くなられましたか？　少しお休みになられた方が良い。お部屋までお送りしますよ」

「いいえ、そんな。自分で戻れます、お客様のお手を煩わせることなど……」

「ご婦人のお身体を気遣うのは紳士として当然のことです、どうぞお気になさらず」

　ずいっと差し出されたデヴィッドの手をアリエラは困ったように見つめている。

　少し待っても応じようとしない彼女に業を煮やしたように半ば強引に手を取ろうとする様は、一体どこが紳士だと問いたい。

　ジェスランが黙って見ていられたのはそこまでだ。

　人々の間をかき分けるように大股で歩み寄ると、奪い取るように横合いから彼女の肩を抱き寄せた。

「彼女の介抱は私がしよう。ほら、アリエラ」

　突然肩を抱かれてアリエラは驚いたようだったが、その相手がジェスランだと知ると明らかにホッとしたらしい。それが少しこちらの溜飲を下げる。

　と同時にじろりと睨むようにデヴィッドを見やれば、彼は突然割って入った王子に気圧されたらしく慌ててその手を引っ込めた。

　さすがに面と向かってやり合うほどの度胸はなさそうだ。

　王子が特定の女性に肩入れするなど誤解を招きかねないが、アリエラたちノースウッド伯爵家の子どもたちとジェスランが幼い頃から親しい関係であることは貴族ならば誰もが知っている。

　ここでジェスランが割り込んだことを疑問に思う者はいない様子だ。

「では失礼」

　あと少しで味わうことができるはずだった獲物を目前で奪い取られたデヴィッドの情けない顔は、その後しばらくの間社交界で語り草となるだろう。

　それを尻目にジェスランはアリエラを促すように歩き出し、そして広間の外に出た途端にその身を両腕に抱え上げた。

「きゃっ！」

「暴れないでくれ、もういつ転んでもおかしくないくらいにふらふらじゃないか。一体どれだけ飲まされたんだ。律儀に応じる必要などないだろうに」

「……だって、折角皆様、お祝いをしてくれているのよ。断るなんて失礼なこと、できないじゃない……」

　どうだか、と内心ジェスランは思う。

　確かに純粋に祝いに来てくれている者も多くいるだろうが、少なくともデヴィッドや一部の青年たちの興味は、主役二人よりアリエラに向けられていた。

　結婚相手としては相応しくないが、一時の遊び相手には魅力的だとでもいうのだろうか。

　ジェスランとしては不快極まりない。

　それに加えてもどかしいのは、アリエラ自身に危機感が薄いことだ。

　何しろ彼女は自分のような年齢の娘が男性に魅力的に見えるなんて考えていない。

　けれど薄い色合いの金髪や澄んだ翡翠の瞳は人に安堵させる雰囲気があるし、華奢だが二十代半ばの成熟した肉感的な身体は垂涎ものだ。

　どこか目を引き寄せられる愛嬌のある容姿も、おっとりと穏やかな雰囲気も、優しい話し口調も、男の劣情を誘うには充分すぎる。

　その上彼女にはこれまで浮いた話一つなく家の管理に専念していたこともあって、男慣れしていない。遊び慣れた男たちにとっては、ちょっと誘惑すればすぐに落ちるだろうと思わせる格好の獲物である。

　今だってこちらの内心も知らずに、小さく酒精混じりの吐息をついて、安心したようにジェスランの胸に身を委ねている。

　信頼してくれるのは素直に嬉しいが、男として意識されていないようで、今夜はやけにそれが悔しい。

　柔らかな彼女の肢体や温もり、そして時折漏れる甘やかな声に、ジェスランの男の部分は刺激されっぱなしだというのに……ぐっと奥歯を噛みしめて己の欲を抑え込むと廊下を進んだ。

　すれ違った伯爵家の使用人の一人に、

「アリエラはこの通り、今夜はもう休ませる。後のことは伯爵たちに任せると伝えてくれ」

　と声を掛け、笑顔で「承知いたしました」と返事を受け取ってから、ジェスランが堂々と足を向けた先は彼女の私室だ。

　これが他の、例えば先ほどのデヴィッドのような青年ならば使用人も止めただろう。

　しかしジェスランは少年の頃からこの屋敷にも出入りしているため、使用人たちも行く手を止めることはしない。

　今夜は宴の片付けや宿泊客が多いこともあって、殆どの使用人たちはそちらにかかりきりになっており、アリエラ付の侍女の姿もなかった。

　程なくアリエラの私室に辿り着き、彼女をベッドの上に下ろすと……そこで彼女はころりと身を横たえた。

　どうやら移動している間にも酒が回ったらしい。頬も首筋もデコルテから覗く豊かに盛り上がった胸元の肌も、先ほど以上に赤く色づいて、嫌でも視線を奪った。

「……目の毒すぎる」

「……ん……なあに……？」

「しっかりしろ、水を持ってきてやるから、少し待って……」

　ふと、ジェスランの言葉が不自然に止まったのは、身を引こうとした彼の手をアリエラが引き留めたからだ。それは多分、無意識の行動だったのだろうと思う。幼い子どもが急に不安になって、親しい人に縋るような。

　……先ほどのデヴィッドのことを笑えない。たったそれだけでざわめき出す内心の獰猛な欲望を懸命に抑えて、努めて穏やかに尋ねた。

「どうした？」

「……いいえ、何でもないわ」

　そう言いつつも彼女の手は離れない。とろりと潤んだ瞳で見上げられて、まるで誘われているようだと感じたのは明らかにジェスランの誤解だと判っている。

　ごくり、と自分の喉が鳴るのを自覚した。

　なんて品がないと思っていても、惚れた女性のこんな姿を前にして欲望を綺麗に抑え込めるほど、ジェスランはできた人間ではない。

「……気分でも悪いのか？」

　かろうじて様子を窺う問いができたのは、快挙に等しい。

　己の手にかかる細い指を握り返して、そっとその顔を覗き込めば、彼女はまるで少女のように頼りなさげな表情と仕草で目を伏せる。

　それがあまりにも可愛く思えて……ああやっぱり駄目だ、諦められないと思った時にはもう言葉は口から零れ出てしまった。

「……アリエラ。……もう一度言う、俺と結婚してくれないか？」

　それは、甘く縋るような熱の籠もった声だった。

　我ながら随分と切羽詰まった切なげな表情で彼女に訴えているように思うけれど、止められない。

　ジェスランは幼い頃にアリエラと出会ってからずっと彼女に惹かれてきた。

　責任感が強いところも、自分のことより弟妹のことを優先する愛情深いところも、そして母親を奪った張本人であるジェスランにさえ穏やかに接してくれるその優しさも。

　少年時代の彼は、実母である第三妃の期待が大きく、常に多くのことを求められて疲れ切っていた。

　サヴィーニャが側にいてくれたが、母以上に王子として自分に期待するのはそのサヴィーニャ自身であり、感謝はしていても弱音を吐ける相手ではなかった。

　そんな時に出会ったアリエラは、自分を王子である以前に、一人の少年として扱ってくれた数少ない存在だったのだ。

　彼女と、その弟妹たちの存在にどれほど心を救われただろう。

　ジェスランを穏やかな好人物だと多くの人が口を揃えて言う。

　もちろん自分はそんなできた人間ではないと判っているが、そう見える程度には取り繕えるように成長できたのは、彼女のおかげだ。

　人と接する時、ジェスランが手本としたのは彼女だったからだ。

　アリエラへの想いを自覚してからずっと願っていた。この先彼女の隣にいるのは、自分でありますようにと。

「……ジェス」

　アリエラが舌足らずにジェスランの愛称を呼ぶ。やっぱり彼女は酔っているのだろう。

　そんなふうに呼ばれるのは本当に子どもの頃以来だ。

　成人して以降、久しく呼ばれることのなかった愛称を口にする彼女に、ジェスランの鼓動は早まるばかりだ。

「冗談なんかじゃない。本気で望んでいるんだ、アリエラ。……俺が嫌いか？」

　相手が酔っている時にこんなことを言うのは卑怯だと判っている。でも今でなければ彼女はまたするりと逃げてしまうと感じたら、もう止められない。

「……嫌いなんて、そんな」

　それは迷惑に思っているのではなく、どう答えたら良いか判らない、と言った様子に見えた。

　手応えは決して悪くはなかった……なぜなら戸惑いながらも羞恥するように彼女の視線が泳いでいる。明らかにいつもよりガードが緩い。

　この機会を逃すわけにはいかないと、たたみかけるようにジェスランは続けて訴えた、希うように。

「だったら、考えてくれ。……好きなんだ、アリエラ。ずっと好きだった、早く君に相応しい大人の男になれることを願っていたくらい好きだ」

「……でもジェス」

「でも、なんて言葉は聞きたくない。好きだ、アリエラ」

　懸命に、感情を言葉に乗せる。

　彼女が手に入るのなら、他に何もいらないとそう訴えるくらいに。







　彼の声が、言葉が、今まで口にしてきたどんな酒よりも甘く深くアリエラを酔わせるように染み入ってきた。

　頭はまだぼんやりとしていて、彼の告白の全てを理解できたとは言いがたいけれど、その気持ちを冗談だと受け流すことができないくらいにはアリエラの胸に響いた。

　素面の時であれば、きっとそれでも彼を退けただろう。

　だって本当に、自分よりもジェスランに相応しい令嬢は他にいくらでも存在する。

　ただ幼い頃から付き合いがある、彼の乳母の娘というだけの伯爵令嬢では、将来を嘱望される第三王子の妃なんて務まらない。

　だけど、それが建前であることは自分でも自覚していた。

　酒と彼に酔わされた今夜、普段は固く守っているアリエラの理性はその役目を放棄して殆ど役に立ちそうにない。

　ジェスランの琥珀色の瞳が、自分を見つめている。

　その目がまるで飢えた獣のようだと感じた。目の前の獲物がほしくてほしくて堪らないのに、でも同時にうかつに襲いかかって傷つけてしまうことを恐れるような眼差しだ。

　彼の唇からこぼれる呼吸が僅かに荒い。

　自分を見つめる瞳から、思いの丈を言い募るように開いた唇から、自分の手を握り締める温かな手から、そして覆い被さる彼の大きな身体の全てから、自分が求められているのを感じるのは、アリエラの自意識過剰だろうか。

　……いや、きっとそんなはずはない。今自分は確かに求められている。

　他の誰でもなく、ここにいるアリエラという女を彼は求めているのだと本能で感じた時、アリエラは自然と、言葉を返してしまった。

　本当は、駄目だと判っていたのに……最後まで気付かないふりをしなくてはならなかったはずなのに。

　酒が入っているせいか、理性が遠ざかっているせいか、妙に涙もろくなる。

　己の感情を抑えることができそうにない。

「……私も、あなたが好きよ」

　縋るような、かすかに震えたアリエラの声にジェスランがハッと目を見開いた。

　信じられない言葉を聞いたと言わんばかりの彼の眼差しを受けながら、続けて「でも……」と口にしようとした言葉は、結局音にはならなかった。

　なぜならその前に、唇を彼に塞がれてしまったから。

「……んっ……」

　驚いたのは一瞬だけ。

　すぐに己の身体が歓喜するのを自覚した。

　二十六年生きてきて初めて触れる異性の唇は意外と柔らかく、温かく、そしてひどく官能的だった。

　アリエラからろくな抵抗がないとみるや、ジェスランがその両腕で彼女の身を掻き抱く。

　寝台に折り重なるように抱きしめられると、下敷きになったアリエラは殆ど身動きを取ることができない。

　胸が、彼の胸板に潰されて少し苦しい。もがくように腕に縋り付くけれど、ジェスランの抱擁も口付けも深まるばかりでアリエラを逃そうとはしなかった。

「ふ、ん、まって、ん……」

　訴えるそばから何度も唇が角度を変えて重なってくる。合間に途切れ途切れに待ってくれと訴えたけれど、彼は応じる気はないようだ。

「待たない。待てば逃げようとするだろう？」

「そんなこと……」

「あるだろう？　本気で嫌なら、殴るなり、蹴飛ばすなり、思い切り拒否してくれ」

　そうでもしないと止まれない、と言われているようだった。

（ジェスを殴ったり蹴ったりなんてできるはずない……でも、このままじゃ）

　そう思った直後、唇の隙間から肉厚の舌が差し込まれてアリエラの口内を探ってくる。

　生暖かな彼の舌がぞろりとアリエラの舌に擦り付けられると、自分でも信じられないくらい、ざわざわとざわつくような奇妙な刺激が顎から喉を震わせて、蕩ける甘い愉悦がじんっと胸元にまで痺れのように広がっていった。

「んむ……んんっ」

　まるで薄い肌の下を何かが這い回るようなじっとしていられない刺激だった。

　思わず身を捩るけれど、それは本当に少し身を揺らしただけでジェスランの身体に押さえつけられてしまい、より深く、より強く口内を探られて舌を吸い上げられる。

　かと思えば歯列をなぞられたり、頬の内側を擦られたり……これまで経験したことのない体験の連続に、アリエラの息はすっかりと上がってしまった。

　大きく上下を繰り返すその胸元がよほど苦しく見えたのだろうか、あるいは違う理由か。

　僅かに身体を離したジェスランが、デコルテから覗く色づいた胸元に頬を寄せる。

　その肌触りを確かめるように頬ずりされて、元々早くなっていた心臓の鼓動がさらにその速度を上げた。

「……すごいな、ドキドキしている。酒のせいばかりじゃないと思っても良いか……？」

「……し、知らないわ。ねえ、ジェス……これ以上は駄目よ……」

「本当に？　本当に駄目か？　俺に触れられるのは少しも耐えられない？」

　切実に問われると、そうだと肯くことができない。

　思わず口を閉ざしてしまうアリエラに、再び唇を寄せたジェスランが掠れた艶の含んだ声で囁く。

「あなたがほしい、アリエラ。俺を弟ではなく一人の男として見てほしい。……ずっと、あなたの心にも体にも触れたくて仕方がなかった」

「……っ……」

　密かに想いを寄せる相手にそんなことを乞われて拒絶できる女がどれほどいるだろう。

　戸惑っている間にもジェスランは熱っぽく色気を帯びた眼差しでアリエラの瞳を見つめ、手袋を外すと露わになった素手で彼女の赤くなった頬を、首筋を、鎖骨を撫でながら胸元にまで降りてくる。

　何をするつもりだ、とは問えなかった。だってその目的が明らかすぎる。

　意図的にこちらの官能を刺激するジェスランは、このまま自分を抱くつもりでいる。

　今ここで手に入れなければ、二度はないと理解しているようだ。

　一国の王子としても貴族令嬢としても決して受け入れてはならない不適切な行為だ。

　それが判っているならやっぱり止めなくてはならないはずなのに、今のアリエラにはできそうにない。

　だって本心で望んでいたのは自分も同じなのだから。

「全て、俺と酒のせいにしてしまえば良い。アリエラは何も悪くない……ただ俺が、君の隙に付け込んだだけだ」

「ジェス……」

「好きだ……好きなんだ……」

　熱に浮かされるような告白は、アリエラに残っていた最後の躊躇いをあっさりと乗り越えてくる。

「あっ……」

　背中の小さな隠しボタンを探り当てられて外された。緩んだドレスを引き下ろすように露わになった肩に口づけられる。

　通常こういったドレスは糸で縫い合わせてしまうものだけれど、一人でもすぐに着替えられるようにとドレスに工夫していたことが、こんなところで奇妙な役に立ったらしい。

　続いてそのドレスの下のコルセットの紐を解かれてしまうと、窮屈そうに収まっていたアリエラの胸元が弾けるように緩んでしまう。

　咄嗟に両手で抑えようとしたけれど、彼女の腕をくぐるようにジェスランの両手が下から掬い上げてその柔らかな乳房を揺らす。

「……大きいな。手の中に収まりきらないくらいだ。……すごく、柔らかい」

　正面から鷲掴みながら、夢中になったように手の平全部を使って揉まれる。

　そうしながら乳房の先端で僅かに芯を持ち始めた場所を薄いシュミーズの上から探り当てられると、肩が跳ねるほどの強い刺激に小さな声が漏れた。

「んんっ！」

「でも、ここは思ったより小さくて可愛い」

「あっ、だめ……！」

　くにくにと親指と人差し指に挟まれて、扱くように悪戯されると、どんどんその場所が固く尖ってくる。

　その様がアリエラの目にもはっきりと見えて、かあっと体温が上がっていくのを止められない。

　びり、びりっと全身に響き産毛が逆立つような刺激が怖い。

　なのにもっと続けてほしいと思う独特の癖快感があって、アリエラの身を震わせる。

　項に触れる彼の唇や吐息、そして肌を舐める舌の濡れた感触もよろしくない。そんなことをされると、ただでさえ脆くなった理性が粉々に砕けてしまう……あるいは溶けて消えてしまうという方が正しいのだろうか。

　気がつくと、太く長い男の指に翻弄されて形を変えた乳房の頂で、それはすっかり充血して色を深め、ピンと己の存在を主張するように下着の生地を押し上げていた。

　どろっと両足の奥から何かが溢れ出てくる感覚がある。それが何かが判る程度には、アリエラにも知識はあった。

「ん、ふ……」

　そこを既に濡らしているなんて知られたくないのに、アリエラの両足をすり合わせる仕草でジェスランはすぐに察したようだ。

「切ない？」

　囁くように問われて、肌の色が深まる。

　羞恥で小さく首を横に振れば、耳朶のすぐ下の薄い皮膚に口づけられて熱い吐息と舌の感触に、ぞくぞくっと肩を竦めてしまった。

「ああっ……」

　思わず目を閉じると、視覚が閉ざされる分、触覚が鋭敏になる。どこもかしこも神経をむき出しにされたみたいだ。これは酒のせいなのか、それともジェスランが触れているからこそなのか、もうよく判らない。

　ちゅっちゅっ、と小さな音を立てながら幾度も肌に吸い付く彼の肩を、弱々しく押し返そうとしても、口づけられるたびに身体の芯にこれまで経験したことのない愉悦が走って、アリエラから抵抗する力を奪っていく。

「あ、ああっ……んっ……」

　我ながら恥ずかしくなるくらい、甘い声が漏れた。

　頭では駄目だと判っている。

　こんな、酒と雰囲気に流されて交わす情事なんて、良い年齢になった大人のすることではない。判っているのに……抗えない強烈な誘惑に、アリエラはとうとうそれ以上考えることを放棄してしまった。

　思ってしまったのだ、どうせこのまま枯れる花ならば、一度くらい蜜がしたたるほど咲かせてみても良いのではないか、と。

　彼の妃になれるなんて思っていない。たとえ今夜限りの関係だって、それでも良い。

　妹たちだって言っていたではないか、自分の幸せを探せ、と。

　女としての幸せに浸れるのなら、ただ一度の経験だってきっと悪くない。

　何よりもう我慢できなかった。自分の肌に触れる彼の温もりも、感触も、何もかもが愛おしく、ほしくて仕方がない。

「ジェス……ジェス」

　繰り返し幼馴染みの名を呼んで、アリエラは彼の肩に両腕を回した。

　戸惑いや困惑の態度から、積極的に相手を求めるそれに変化した彼女の様子に、ジェスランの顔に疑いようのない喜色が浮かぶ。

　そのまま迫る口付けを受け入れる。

　唇を重ねるのも、舌を絡めるのも、戸惑いを捨てて受け入れてしまえば、全身が溶けてしまいそうになるくらいに心地よい。

「……これも脱がせて良いか？」

　ドレスもコルセットも既になく、身体に残るのは下着だけ。

　シュミーズの薄い生地を大きく押し上げる乳房の輪郭を辿るように彼の指先が触れて、それだけでざわっと産毛が逆立つような刺激に息を呑む。

　はあ、と熱い吐息が漏れた。

「……ジェス」

「うん？」

「…………こんな年齢なのに恥ずかしいけど……私、初めてなの。……優しくして」

　訴える声はかすかに震えていた。でも、この先の行為全てを受け入れることを匂わせるその言葉にジェスランは一瞬身体の動きを止める。

　余計なことを言ってしまっただろうか、と僅かに不安が首をもたげ始めた時、アリエラはそれが見当違いな心配であったと知った。

　なぜなら、自分の顔を覗き込むようにして彼が笑ったからだ。

　優しく、明るく、そして心底嬉しそうに、そして泣き出しそうに。望んでいた宝物がようやく手に入ると言わんばかりに。

（……ずるいわ。そんな笑顔を見せられたら……私まで泣きそうになるじゃない……）

　彼の笑顔に見惚れている内に、アリエラの身体から全ての衣装が剥がされ、生まれたままの姿が晒される。

　その露わになった肌の全てにジェスランは触れ、そして口づけた。

　そのたびにアリエラは身も世もなく喘がされ、熟した果実がドロドロに崩れ落ちるように乱されていく。

「あっ、あ、あぁ、んん……！」

　元々酔って理性が脆くなっていたせいもあるかもしれない。でもそれを踏まえたとしても、彼に触れられる場所全てが気持ちよくて、良すぎて身体が疼いてたまらない。

　特に顕著な反応を見せるのが、両足の奥、アリエラの身体の中でももっとも秘められた場所だ。

　そこが今、ひくり、ひくりと痛いくらいにわなないている。

　粗相をしたわけでもないのに、後から後からしたたり落ちたもので潤い、ほころびている様は尻や太腿に当たるシーツが濡れた冷たい感覚で嫌でも判った。

　早くそこに触れてほしいような、ほしくないような。

　もどかしい思いで両足がシーツを蹴る。

　その間、ジェスランはアリエラの疼きに気付いているのかいないのか、目の前のたわわに実った、身動きするたびに揺れる果実の先端に、躊躇わず吸い付いた。

「きゃっ……んんっ」

　当然ながらそんなところを異性に吸われるのも初めての経験で、アリエラはひっきりなしに甘い声を漏らしながら、背をのけぞらせた。

　ひとしきり右の乳房を堪能したと思ったら、次は左の乳房へ。

　形も、大きさも、柔らかさも、その味さえ全て記憶するように時間を掛けて彼は吸い、舌を這わせる。

　ただでさえ痛いくらいに充血しているのに、弄られすぎて息を吹きかけられただけで身もだえしてしまうくらい敏感になった両の乳首が、いやらしく唾液に塗れてアリエラの荒い呼吸と共に小さく震えるようだった。

「む、胸ばっかり……」

　思わずそんな声を漏らした直後だ。アリエラの甘い抗議に応じるようにジェスランの指が秘部に触れたのは完全に不意打ちだった。

　ぬるっと滑る感覚と共に彼の指に濡れ襞を割り開かれて思わず目を剥く。

　恐らく彼はすぐに指を突き入れるつもりなどなかったはずなのに、アリエラの泥濘のように甘く蕩けたその場所は、少し探られただけですぐにその指を呑み込んでしまった。

「あ、あ、あぁああ……っ！」

「……すごい、熱くて柔らかくて……ドロドロだ……」

　ゴクリと彼が息を呑む音がかすかに聞こえる。

　直前まで丁寧に優しく身体を開かせる心づもりだったはずなのに、あまりにも甘く柔らかく彼の指を呑み込むアリエラの膣洞の熱さにジェスランは一瞬にして正気を奪われてしまったらしい。

　ぐぐっと指が届く限界まで押し込まれ、その中を探るように動かされて、アリエラは喉を晒すようにのけぞらせ細い悲鳴のような嬌声を上げた。

「あ、ああん、んっ、んんっ！」

　異物が入る違和感はあっても痛みはなかった。

　中を探る指はすぐに二本に増えて、狭い入り口を割り開きながらぐるりと円を描くように膣壁を確かめる。

　彼が指を回すたび、抜き差しするたび、指の腹で擦り上げるたび、内側から吹きこぼれた蜜液が溢れ出て彼の手首までしとどに濡らした。

　まるで洪水だ。栓を抜かれた泉のように、次から次へと甘い蜜がしたたり落ちて、そこへ男を誘おうとする。

　立ち上る特有の女の香りを前に、堪らず前をくつろげたトラウザーズから飛び出したジェスランの熱杭は、既にはち切れそうなほど大きく膨らみ、血管を浮き上がらせて先走りの雫を零していた。

「ごめん、アリエラ……本当はもっと、時間を掛けたいけど……」

　自分の方が持ちそうにない、と低く呻く声が聞こえる。

　これまでの様子から、なんとなくジェスランにはそちらの経験があるのだろうと思っていたけれど……ここにきてどこかぎこちない様子から、そうではなかったのかもしれないと思わせる。

　そのぎこちなさが、逆にアリエラの心を熱くさせた。

「っく……」

「あっ……」

　猛る彼の先端と、しとどに濡れるアリエラの花園が、まるで口付けるように触れる。

　入る場所は判っているはずなのに、互いの体液のせいで滑るのか上手く入り口を定められずに、ずるりと陰唇をかき分けるように擦られると、これまでとは違う種類の快感に二人の腰が震えた。

「あぁんっ」

　太腿が慄く。小刻みに腰が揺れて、身体の奥に植え付けられた火種がどんどん大きくなるのが判る。

　そんなアリエラを煽るように、ジェスランの先端が同じ場所を行きつ戻りつする……堪らず訴えた。

「お願い、意地悪しないで……っ」

　意地悪なんてしているつもりはない、と彼が返そうとしたその時だ。

　ずっ、とアリエラの中にそれが沈んできたのは。

「あっ！」

「は、あ、くっ……」

　ビクビクとジェスランの腹筋が小刻みに震えるのが判った。

　感極まる低く甘い声を漏らした後、彼がきつく奥歯を噛みしめる。

　ねっとりと絡みつく女の膣洞に浅く呑み込まれて、彼は危うく達する寸前にまで引っ張り上げられそうになったところを、どうにか堪えたらしい。

　奥へ、さらに奥へと男性自身を導こうとするアリエラの中は、しかしどれほど蕩けていてもまだ不慣れな乙女の身体である。

　先端を含んだだけですぐに狭い場所へと行き当たり、そこで止まってしまう。

　少し強引に腰を進められると、内側を引き裂かれるような引き攣れた痛みに一気に身体が強ばった。

「……痛むのか？」

　痛い、とは口にしなかった。ただ己の口を両手で塞ぎながら身を強ばらせるアリエラの様子でジェスランは察したらしい。

　彼だって中途半端な状態で辛いだろうに、心配そうに顔を覗き込まれるとそれだけで意味もなく涙ぐんでしまう。

　そのアリエラの涙に驚いた彼が咄嗟に身を引こうとした。

　己の想いのままに行動してきたけれど、今になってその行動が彼女を傷つけているかもしれない事実に思い至ったせいだろうか。

　でも今アリエラが望んでいるのは、彼が身を引いてくれることではない。咄嗟に口を押さえていた両手を解いて彼の腕を掴み、首を横に振る。

「……かないで……」

「何？」

「……行かないで、ジェス」

　言えたことはそれだけだったけれど、ジェスランを引き留めることはできたらしい。

　彼は一瞬目を見開き、それから何とも言えない切なげな顔をしてアリエラの手を握り返すと、上体を倒して口付けてきた。

「ん、ふ……」

　この短い時間で何度口付けを繰り返したのだろう。

　誘われるままに自らも舌を差し出し擦り合わせると、ジェスランもまた強く絡み、吸い上げてくる。淫らな水音が響く。

　その肩に、その背に、互いに縋り抱きしめ合ってようやく唇を離した時、その間を透明な糸が繋いで、フツリと切れた。

　下肢でジェスランが腰を進める力を強めたのはその直後のことである。

「ん、んんっ！」

　口付けに夢中になって気が逸れていたとはいえ、下肢の繋がりを深められればやはり痛い。

　再び身を強ばらせるアリエラの様子に、ジェスランは腰を揺するように少しずつ侵入を試みながら、彼女の腕や肩、腹を撫で、胸を揉んで意識が苦痛ばかりに向かぬようにと健気な努力をする。

　決して無駄な努力ではなかった。大きな彼の手の平で肌に触れられると、それだけでアリエラの心は歓喜し、その感情が身体にも少なからず影響を与えてくれるから。

　そうした努力が功を奏したのか、どれほどの時間を経てのことだろう。

　それまでどうあっても侵入を拒むように二人の間に立ち塞がっていた隔たりが急に消えたように、途中でつっかえていた彼自身がぬるりと最奥へ沈み込む。

　とん、と身体の奥を叩かれる衝撃と共に、ようやく収まるところに収まるべきものが入ったのだと理解したのは二人同時だっただろう。

「あっ……！」

「は……入った……」

　息が苦しい。

　腹の奥がじんっと痺れて、痛みも快感も一緒くたに混ざり合う不思議な感覚がする。

「は、は、ふ……」

「……大丈夫か、アリエラ……呼吸を止めるな。……そう、ゆっくり息をして……」

　知らぬ間に止めてしまっていた呼吸を、ゆっくりと彼に合わせて繰り返した。

　荒いながらもどうにか呼吸が整うのにどれほどの時間が必要だっただろう。気がつくと二人の身体はこれまで以上に汗でびっしょりで、ジェスランからしたたり落ちた汗の雫がさらにアリエラの肌を濡らす。

　目に入るのは涙か、あるいは汗か。

　歪む視界をどうにか開ければ、まっすぐに自分を見下ろしているジェスランと目が合った。

「……ジェス……」

　ぎこちなく手を伸ばす。何か理由があったわけではない、ただ彼の頬に触れたかった。

　そのアリエラの手に大人しく頬を包まれながら、ジェスランは笑った。

　切なそうに、嬉しそうに、幸せそうに、そしてやっぱり切なげに。

　ほどなくゆっくりと、けれど我慢できなくなったように彼が腰を使い始める。

　そのジェスランに身を揺さぶられながら、アリエラは伸ばした両手を彼の首裏に絡め、しがみ付くとひたすらに甘い声を上げた。

　そして夢中で我が身を彼にすり寄せる、その存在を僅かも手放したくないと言わんばかりに。

　こうして二人は、この夜決定的な一線を踏み越えてしまったのである。







第二章 故意か過ちか








　翌日の朝、目覚めてアリエラが真っ先に思ったことは唯一つ。

「…………やってしまったわ……」

　慣れない酒の影響で、ガンガンと響くように痛む頭を抱えながら、零れそうになる溜息を懸命に噛み殺した。

　共に自分の寝台で横たわっている人の姿に盗み見るような視線を向けると、すうすうと無邪気にも見える顔でジェスランが眠り込んでいる。

　いっそ夕べのことを綺麗さっぱり忘れていたなら良かったのかもしれないが、あいにく酔っても記憶は残る体質だったらしい。

　その出来事が夢ではなかったと教えるように、全身が重く、関節が軋み……特にどことは言えない場所に、今もまだ何かが挟まっているような強烈な違和感が残っている。

　それを自覚して、顔が真っ赤になった。

　昨夜、自分が何をして、何を口にし、そしてどんな痴態を晒したのかもある程度は覚えている。その時の自分はまともじゃなかったのだ、と言い訳をしたところで自分のしたことには変わりない。

　だからこそ、ジェスランを責められない……責めるべきは年甲斐もなく一夜の過ちに流されてしまった自分自身である。

　夕べの自分を殴りたい。しかし暢気に落ち込んだり狼狽えたりしている余裕がないことにアリエラはすぐに気付いていた。

　窓の外の様子を見る限り、どうやら夜が明けたばかりの頃合いのようだ。

　朝の早い使用人たちの何人かはそろそろ起き出している頃だろうが、宿泊した者たちも今頃は眠りについているはず。

　慌ててガウンを羽織ると、未だ眠る彼の肩を揺すった。

「……ジェス、ジェスラン、起きて」

　気持ちよく眠っているところを起こすのは本当に申し訳ないけれど、彼が自分の部屋に泊まったなんて事実を人に知られてはまずい。

　アリエラ自身も困るが、それ以上にジェスランの醜聞になってしまう。

　何しろ今まで浮いた話一つなく、品行方正な王子として知られているのだから。

「う、ん……」

「ジェス、お願い、起きて」

　繰り返し肩を叩いて揺さぶると、彼の形の良い眉が顰められた。眉間に深い皺を寄せつつ、ふわあ、とあくびをしながらごろりと寝返りを打つ。

　すると掛布の下に隠れていたその身体が露わになり……夕べ抱き合いながら力尽きたように眠ってしまったので、お互いに着衣らしい着衣は纏っていない。

　日に焼けた、鍛えられた若い男の身体から漂う色気は容赦なくアリエラの鼓動を早め、呼吸を乱れさせる。この身体に夕べ自分は抱かれたのだと自覚するとどんな顔をすれば良いのか見当もつかなかった。

　眠たげに重たく開いた瞼の下、覗いた琥珀色の瞳から逃れるように、気持ち視線を彷徨わせてジェスランとの距離を取りつつアリエラは告げた。

「皆が起きてきて目撃される前に、客室に移動してちょうだい」

　アリエラとしては至極当たり前のことを告げたつもりだった。

　もともとジェスランは夕べ伯爵邸に宿泊する予定ではなかった。

　そんなジェスランが泊まったという事実だけで人々は騒ぐだろうに、その宿泊した部屋が伯爵令嬢の私室だったなんて知られるわけにはいかない。

　だが、ジェスランの反応はアリエラが予想していたものと違っていた。

「……なぜ？」

「えっ」

「どうして目撃されちゃいけないんだ？」

「どうしてって……」

　なぜそんな判りきった問いを返されるのだろうと泳がせていた視線を彼に戻せば、まっすぐにその瞳がこちらを見ている。

　まだ少し眠たげではあるものの、ジェスランの意識はすっかり目覚めているようだ。

　純度の高い琥珀色にまたドキッと胸の内がざわめくのを感じながらアリエラはしどろもどろに答えた。

「だ、だって……見られたら噂になってしまうでしょう？」

「俺は別に構わないけど。噂されて困るようなことは何もしていない」

「ば、馬鹿なことを言わないで。困るに決まっているわ、だってあなた王子様なのよ？　その王子様が幼馴染みと一夜の、あ、あやまち、なんて……！」

　過ち、という言葉に彼が明らかにむっと眉間に皺を寄せた。

　不本意だと言わんばかりのその表情にアリエラは自分が彼の機嫌を損ねたことを理解したが、だからといってこのまま引き下がるわけにはいかない。

「と、とにかく、今は誰にも見られないように早く客室に移動して。まだ間に合うはずよ」

「アリエラ。そうやって俺をさっさと部屋から追い出して、そのまま何もなかったことにするつもりじゃないよな？」

　ギクッとした。ただでさえ緊張と同様で強ばっていた身体が硬直してしまう。

　動きを止めたアリエラに、実に不本意そうにジェスランが溜息を吐いた。

「そういうつもりなら、俺は出ていかない」

「そんなことを言わないで。ゆ、夕べは、何もなかったの。そうするのが一番だと思う、お願いだから客室に移動して、そして全部忘れて」

　もうまともに彼の顔を見られなかった。

　自分がしでかしてしまった過ちに、罪悪感が押し寄せて止まらない。

　それなのにどこかで間違いなく喜んでいる愚かな自分もいて、頭の中がめちゃくちゃだ。

　ああ、本当になんてことをしてしまったのだろう。

　涙ぐむアリエラの様子に、ジェスランは何か言いたげな素振りを見せたけれど、あまりにも強ばった表情をしている彼女の様子から今は折れてくれるつもりになったようだ。

　何とも言えない表情の彼が寝台から降りる際に、先ほど以上にその肌を目にしてしまい、慌てて背を向ける。

　ごそごそと背後から服を着る気配と音が伝わってくるも、なかなか終わらない様子だ。

　そういえば夕べ彼が身につけていたのは正装だ。脱ぐのはともかく、一人で問題なく着付けられるようにはできていない。

「……手伝うわ」

　アリエラ自身裸体にガウン一枚という心許ない格好だったが、そのガウンがはだけないようにしっかりと腰紐を結ぶと、彼の着付けに手を貸した。

　胸元の飾り紐の結び方が難しい。それでなくとも今彼に近づくのは奇妙なほど緊張してしまって、指先が震えてしまう。

　ああでもない、こうでもないと幾通りか試しながら、どうにか見苦しくないようにジェスランの衣装を整えた頃、頭の上から低い声が降ってきた。

「忘れるのは無理だ」

「……っ」

「昨日、あなたに告げたことは嘘でも冗談でもない。俺は、あなたを妻にしたい。こうなった以上は、真面目に考えてほしい、アリエラ。後日、改めてきちんと話をしよう。そう約束してくれるなら、今は引く」

　多分それが今のジェスランにできる最大の譲歩だ。

「……わ、判ったわ。後でちゃんと話をする。だから、お願い……」

「必ずだぞ。約束を忘れないでくれ」

　言い様、俯くアリエラの頬に柔らかく口付けされて、肩と鼓動が跳ね上がった。

　真っ赤な顔で、まともな言葉もなく口を開閉させる彼女にジェスランは苦笑を一つ残し、静かに部屋を出て行く。

「まっ……」

　咄嗟にその背を呼び止めようとして、でもすぐに呑み込んだ。

　呼び止めて、何を言おうとしたのか。忘れろと言ったのは自分なのに。

　幸いここで人の目を誤魔化すことはできたとしても、自分の心はどう誤魔化したら良いものか途方に暮れる。

「……私ったら……本当に、なんてことをしてしまったの」

　寝台にははっきりと情事の跡が残されている。ぐしゃぐしゃに乱れ、アリエラの破瓜の血がこびりついたシーツを見て、深く、それは深く溜息を吐いた。

　これを使用人の目を盗んで片付けることは恐らく無理だろう。

　口止めをしなくては。妙な噂が流れないように。

　そしてジェスランの言うとおり、日を改めて彼と一度きちんと話をしなくてはならない。

　そのことを考えると後悔と複雑な感情ばかりが押し寄せて、再びアリエラに重い溜息を吐かせるのだった。







　後日改めて、という話の「後日」というのはいつのこととなるのか。

　あれから三日がすぎたが、今のところジェスランからは何もない。いっそこのまま終わってくれればと思いはしても、音信不通になったらなったでショックだ。

　新婚ほやほやの弟夫婦の手前、暗い表情をすることもできず、皆の前では大げさなくらい明るく振る舞うよう心がけているが、一人になるとあの時の出来事が頭の中に蘇って、アリエラを悩ませ、羞恥させ、そして後悔させる。

　こんなに悩むくらいなら、何が何でも意志を強く保って突き放すべきだった。

（でも……あの時は後悔することになったとしても、それでも良いって思ったのよ……）

　酒の力とは恐ろしい。己の理性が抑えきれなくなるのだから。もう二度と酒を口にするのは止めよう。

　そんなことを考えながら、アリエラは己の腹をそっと撫でる。

　身を繋げた後しばらくは痛みと違和感が残っていたけれど、今はすっかり消えた。

　でも身体の違和感はなくなっても、何かの拍子に記憶が蘇る。

　彼に触れられて嬉しかったこと、その温もりが温かくて心地よく、触れられると身体が舞い上がってしまうのではないかと思うくらい幸せだったこと。

　駄目だと判っていたのに誘惑に抗えなかった。

　いっそどうにでもしてくれとさえ思った。

　だってあんなことがなければきっと、結ばれることなんてできない人なのだから。

　そんなことを思い出すたびに自覚するのだ、弟のように思っていたはずの幼馴染みだったのに、今のアリエラにとっては弟などではなく一人の男性以外の何者でもない存在になっていたのだと。

　そんなふうに思い悩んでいた四日目の朝、とうとうジェスランから手紙が届いた。

『先日の件についてしっかり話し合いをしたいが、あなたの都合はどうだろうか。問題なければ城に来てほしい』

　しかし届いた手紙はジェスランからだけではない。

　執事がアリエラの許へ運んできた封筒はもう一通……そちらには母の名が記されていた。

　二人の妹が嫁いだ時も、イルゼンの婚礼の時も、祝いの言葉一つなかった。そんな母がこのタイミングでペンを取った理由を想像すると憂鬱でしかない。

『あなたに話したいことがあります。城へ来なさい』

　折しも、ジェスランと母の指定した日は同日の二時間違いだった。

　都合はどうかとお伺いを立ててくれているジェスランとは対照的に、母の呼びつけは実に一方的だ。

　仕方ない。先に母の用件を、そして次にジェスランとの話を済ませるしかない。

　二人からの呼び出しに応じてアリエラが城へ出向いたのは、その翌日のことである。

　登城するとあらば未婚の貴族令嬢は季節や流行を敏感に取り入れて、それ相応に華やかに身を飾るものだが、アリエラくらいの年齢になると逆に華やかすぎる装いは笑いものになる。

　そのためこの日アリエラが選んだ衣装は、自身の瞳の色より深く落ち着いた緑色のデイドレスだ。

　リボンや飾り物は最低限に抑え、その代わりに袖やスカートのドレープ、裾などの要所を繊細なレースであしらった装いは、その年齢に相応しい落ち着きと品の良さを演出している。

　正直、家のことにかかりきりで社交界にあまり参加する機会がないため、こうしたファッションには疎いのだが、どうにか無難に纏めることができたのは二人の妹たちのアドバイスのおかげだ。

　王城の馬車の停車場に到着すると、既に母からの使いが待っていた。

「ご到着をお待ちしておりました。ノースウッド伯爵令嬢がお越しになり次第、ご案内するようにとマダム・サヴィーニャから申しつかっております」

　案内されたのは、幼い頃から幾度か出向いたことのある、王宮での母の私室だった。

　ジェスランが幼い頃は第三王子宮に部屋を与えられていたが、彼が成人してからは王子宮から出て第三妃の部屋の近くに自室を与えられている。

　その部屋の位置はそのまま母の王城での立場を示していた。

　つまり現在母は第三王子妃に次ぐ権力と立場を得ていると解釈できる。

　一介の伯爵夫人でそれほどの地位を手に入れている女性は他にいない。

　母は昔から女性の社会的地位の向上を目標にしていると聞いたことがあるけれど、少なくともサヴィーニャ自身の社会的地位は見事、向上に成功しているのではないだろうか。

　立派なことだと思う。けれどそれを誇らしいとは思えない。

　そのために家庭というものを犠牲にしたことを知っているから。

　母にとって女性の社会的地位の確保と、家庭の維持は相反するものなのだろう。

　別に母の思想を否定しているつもりはないのだ。

　アリエラだって女性が少しでも生きやすい社会になってくれればと思う。

　何か事情があって独り身で生きねばならない場合も、夫に先立たれたり一人で子を育てたりしなくてはならない場合もある。そもそも結婚することが全てではない。

　また家庭に入っていても、辛い境遇に苦しんでいる女性も少なくない。

　そういった生き辛さを感じている女性たちが少しでも救われるなら、願ってもないことだ。

　だが……そのために家庭や大切な何かを犠牲にする手段は、本当に正しいのだろうかと思う気持ちもあった。

「来たわね。随分しばらくぶりだこと」

　憂鬱な気分で辿り着けば、部屋にはもう母が待っていた。

　その装いも振る舞いも、まるでこの場所こそが自分の居場所だとでも言わんばかりの堂に入ったもので、アリエラの顔を見ても笑顔を浮かべるでもなく、無表情なまま淡々と口を開く姿は自分の産んだ子に対するものとはとても思えない。

　記憶にある限り、この母が母親らしく接してくれたことは一度もなかった。

「ええ、本当に。お久しぶりでございます、お母様。イルゼンの結婚式ではお会いできるかと思っていたのですが」

　しばらくぶりだと母は言うけれど、アリエラが不義理をしたわけではない。

　皮肉交じりに指摘するも、やっぱり母は表情一つ変えない。

　母の自分たちに対する無関心ぶりに傷ついていたのはもう随分幼い頃のことだけれど、何度目にしても気分の良いものではないなと思う。

「本日は一体、どのようなご用件でしょう？」

「少し込み入った話になるわ。お座りなさい」

　アリエラに、母が溜息を一つ吐いて切り出したのは、こちらがソファに腰を下ろしてすぐのことだった。

「ジェスラン殿下が、シュゼッタ様にあなたとの結婚の許可をお求めになりました。先日は伯爵邸にお泊まりになったようだけれど……」

　ギクリと心臓が嫌な軋みを立てた気がした。

　口を噤んだまま答えないアリエラに、母はやや不快そうにその眉を顰める。

「何があったかはあえて聞かずにおきましょう。けれど、王子妃にはそれ相応の教養と家柄が必要です。ノースウッド伯爵家のように毒にも薬にもならない家には荷が重いし、あなたもその年で教養を身につけるのは大変でしょう。まして家の中を取り仕切ることしか知らないあなたには殿下のお申し出が分不相応なものであることは承知しているわね？」

　なぜこうも当たり前のように侮られなくてはならないのだろう。

　仮にも自分の腹を痛めて産んだ実の娘であるというのに。

　アリエラは母が放り出したことを担ってきただけだ。

　それを理由にさも教養不足のように言われるのは不本意である。

　今まで家のことには何一つ口出ししてこなかったくせに、ジェスランが関わっているとなればすぐに反応する母に、悔しいと思う感情がにじみ出て止められない。

　だが、母の言うことは正しい。自分には王子の妃になどなれない。

「……承知しております。ジェスラン様にもそのようにお答えしております」

「当然です。けれどあの方は諦めてはいらっしゃらないようよ。そしてシュゼッタ様も、あなたが承諾するならばと許可を出してしまわれたわ」

「えっ……」

　それは意外だった。息子により良い相手を、と望むのはシュゼッタ本人のはずだ。

　だが……そういえば、ジェスランは母親としっかり話し合って望む相手と結婚して良いと許可を得たと言っていた。

　もしかすると彼は最初からこうするつもりで準備していたのかもしれない。

　温度を感じない無感動な母の声が耳を打ったのは、そう考えていた時だ。

「アリエラ。あなたに縁談を用意しました。歳のいった娘でも受け入れてくださるという、あなたにとって二度はない良縁です。謹んでお受けなさい」

　ジェスランからの求婚があると知りながら、アリエラに別の縁談があると言うその意図を思うと心が強ばる。

「……念のためお尋ねしますが、お相手はどなたです？」

「ランドフリー侯爵よ」

　あまり社交界に出ないアリエラでも知っている名だ。社交界の中でも特に発言力の強い上級貴族である。

　ただ年齢は父より上で、アリエラと同じ年頃の息子が二人いる。確か三年前に、三十年連れ添った奥方を亡くしたのではなかったか。まさかその当主当人ではあるまい。

「……ご子息のどちらかとの縁談ですか？」

「いいえ、現ランドフリー侯爵その人です。既に成人したご子息がいて跡継ぎには困っていないから、多少行き遅れた娘でも、子ができなくても構わないそうよ。良縁でしょう？」

　どこが良縁なのだろう。

　いくら上級貴族とはいえ、三十以上も年の離れた男との結婚を娘に勧めるなど、まっとうな親のすることだろうか。

　しかもその目的は明らかだ。母はジェスランを王太子にするために、より強い影響力を持つ貴族を味方に引き込むべくアリエラを駒にしようとしているのだ。

　その行いは一介の乳母に与えられた権限を越えている。

「結婚は少しでも若い内に嫁いだ方が良いでしょう。早急に婚約式を行って、三ヶ月以内には挙式で良いわね。ドレスはマリエラの時のものに手を加えれば充分使えるはずよ」

　婚礼衣装さえ新調させる時間も与えようとしない母の言葉を、アリエラは苦々しい思いで聞いていた。

「ジェスラン様にはくれぐれも失礼がないように、改めてお断りしなさい。あの方にも今、相応しいお相手を選定しています」

　何もかもがあり得ない、と断言できるひどい縁談だった。

　だが一番腹立たしいのは母が当然のように結婚を命じる権利があると考えているその言動だ。

（確かに貴族の娘は親が決めた相手と結婚するのが当たり前。……でも、この人に親を名乗れる資格があるのかしら？　ただ産み捨てただけの人に？）

　アリエラが十代の年若い娘なら、それでも母の言うことに従うしかなかっただろう。

　だが今の自分は違う。歳のいった娘と母は言ったが、そのとおり、年齢を重ねることで多少の悪あがきをする程度の度胸もついている。

　これでも家の中で問題が起こるたびに解決してきたのだ。

　アリエラは困ったなと言わんばかりに笑うと、直後すうっと目を細めて告げた。

「お母様の独断で勝手に話を進められても困ります。どうぞ私への縁談はお父様を通してくださいませ。お父様がそうお命じになるなら、私も前向きに考えます」

　この時初めて母の表情が動いた。ひどく苦々しげに。

　その顔を見れば、母が父にどんな感情を抱いているかはある程度予想が付く。

　政略結婚の多い貴族社会で、互いに心の通わぬ夫婦など珍しくもないけれど、どうやら母にとって父は、いつまでもしつこく残る抜けない棘のように厄介な存在であるらしい。

　そしてもう一つ、無視してはいけないことがある。

「それにジェスラン様や、シュゼッタ様のお二人が既に話し合って許可を出しているものを、お母様が覆そうとしていることはお二人はご存じなのですか？」

　アリエラ自身が自分の判断で断る分には、ジェスランは悪いようにはしないと思う。

　だが母がそこに口を挟む行為は、二人に対する裏切り行為にはならないか。

　サヴィーニャの今の地位はその二人のおかげで成り立っているものなのに、と匂わせると図星だったのだろう。

「あなたは……」

　母が言葉に詰まりながら何か言いかけた時だ。

　部屋の外から控えめな侍女の声が聞こえた。

「ご歓談中、失礼いたします。ジェスラン王子殿下の近侍の方が、アリエラ様のお迎えにいらっしゃっておりますがいかがなさいましょう」

　アリエラは心の中でジェスランに感謝した。

　きっと母の使いがアリエラを連れて行ったという報告がジェスランの耳に入ったのだろう。ジェスランはアリエラが母に複雑な感情を抱いていることをよく知っている。

　自分との約束の時間よりも早くに城に訪れて、母の許へ向かったことを知って心配してくれたのかもしれない。

　いくら母でもジェスランからの迎えを無視はできない。

「殿下がお呼びとのこと。こちらで失礼いたしますね。ご機嫌よう、お母様」

　即座にソファから腰を上げると、最後までおっとりと微笑み続けながらアリエラは母の前を辞した。

　呼び止める声がないのを良いことに、できる限りの早歩きで部屋から出ると、母の部屋に続く廊下の入り口で顔見知りのジェスランの近侍が待っていた。

「迎えに来てくださってありがとうございます。助かりました」

「ジェスラン様からのご命令ですからお気になさらず。ですが……ご心中、お察しいたします」

　この近侍がどこまで知っているかは判らないが、困ったように苦笑するアリエラの様子から母の話がろくなことではないだろう、という予測は立てていたらしい。

　どちらかというとアリエラは温厚な性格の持ち主だ、と人には言われるが……だからといって何を言われてもはいはいと肯くほど従順なわけではない。

　近侍の先導でジェスランの許へ向かいながら、できる限り感情は表情に出さないように努めたけれど、むかむかと腹立たしい気持ちがこみ上げてくるのを止められない。

　唇を噛みしめる。ただでさえジェスランとの関係をこじらせてしまって頭を抱えているというのに、さらに嫌な問題を増やさないでほしい。

　そんなことを切実に考えながら、十五分ほど歩いてジェスランの住まう第三王子宮へと到着した時だ。

「大丈夫だったのか。サヴィーニャはなんて言ってきたんだ？」

　アリエラの到着を知るなり自ら廊下まで出迎えてきたジェスランの問いに思わず胸が詰まった。彼が何よりもまずアリエラのことを案じてくれたからだ。

　先ほどの母とのあまりの違いに、なんだかその事実がとても胸に染みる。

　心配そうな表情で様子を窺ってくる彼には、取り繕った笑顔を浮かべることなどできるはずもなく、つい素直な感情が顔に出た。

「大丈夫よ。ありがとう。でも……あなた、シュゼッタ様に私との結婚の許可をもらったのですって？」

　少しだけ責めるような声音になってしまったけれど、別に本気で怒っているわけではない。ジェスランなら充分考えられる行動だと思えたし、それが彼の誠意の示し方だと言われれば納得もいく。

　ただ、その指摘にジェスランが僅かに顔を強ばらせた。

　アリエラの返事も待たずに先走ったことを後ろめたく思っているのかもしれないと思ったが、どうやら違ったらしい。

「……なぜそれを知っている？」

「お母様がそう仰っていたわ」

「それはおかしな話だな。確かに母上にあなたと結婚したいと相談はした。俺への他の縁談を止めてもらうためだ。あとはもし話が動いた時、母上の反対を受けて面倒なことにはなりたくなかったから」

　確かにジェスランには多くの縁談が来ているだろう。彼の立場を思えば当然のことだ。

「だがそれはあくまであなたが承諾してくれたら、という前提の話だし、母上にはまだ他言しないように口止めしている。母上は外部に漏らすような真似はしない。たとえサヴィーニャ相手でもだ」

「……ならなぜお母様が知っていたの？　まさか……」

　それで情報が漏れたというのなら、誰かが二人の王族の命令に背いたことになる。

　でも実際にはサヴィーニャは本来自分が知るはずのないことを知っていて、しかもそれを悪びれることもなくアリエラに告げた。

　王族の秘密の漏洩は立派な背信行為である。この程度のこと自分ならば許されると考えてのことなら……大きな勘違いをしていると言わざるを得ない。

「……他に、何を言われた？」

「ランドフリー侯爵の許へ嫁げと。でも縁談ならお父様を通してくれと返したわ」

「それで良い。伯爵には絶対に受けるなと伝えておくし、俺の方からも手を回しておこう」

「それはありがたいけれど……良いの？　あなたにとっては、私が侯爵に嫁ぐ方が都合が良いのではない？」

「……本気で言っているのか？」

　ジェスランの声音がほんの僅か低くなる。心なしか目を細めた彼の反応から、すぐに馬鹿なことを言ったと後悔した。

　実際気持ちを寄せて求婚している相手が別の男に嫁いだ方が都合良いだなんて、どんなメリットがあったとしても思うわけがない。

「……ごめんなさい。……無神経なことを言ったわ」

「……判ってくれたなら良い。まあ、座ってくれ」

　促されてソファに腰を下ろすと、すかさず先ほどの近侍がお茶を淹れてくれた。

　視線で礼を告げ、温かな湯気を上げるカップを口元に近づければ、立ち上る芳醇な香りがアリエラの昂ぶった気持ちを少し落ち着けてくれる。

「……美味しい」

　砂糖を入れていないのに、お茶はほんのり甘い。

　茶に混ぜられた細かく砕いた砂糖漬けのドライフルーツから甘みが出ているのだ。

　甘い物があまり得手ではないジェスランが好むものとは違うはずだが、アリエラのためにわざわざ用意してくれたらしい。

　目の前に置かれた茶菓子もそうだ。

　以前アリエラが好きだ、美味しいと言ったことのあるものばかりが用意されていて、そんな細やかなところから彼の自分への好意が感じられるようで頬が熱くなった。

　と同時に、再び先日の夜の出来事が頭に蘇り、心臓の鼓動が跳ね上がる。

　カップを持つ手にじわりと汗が滲んだ。母のことで気を取られていたが、それ以上に大事な話があることをいまさらながらに思い出したのだ。

「アリエラ。改めて、これから先の俺たちのことを話そう」

　名を呼ばれて、びくっと肩が揺れる。

　茶を零さないようにカップをソーサーに戻した時、室内には自分たち二人以外に誰もいないことに気付いた。

　室内に未婚の男女を二人きりで残すことなど本来はありえないことだ。

　もしそのようなことがあったとしても、密室としないために扉は開け放たれるのが常だが、その扉もしっかり閉ざされている。

　……これから話すことを思えば、仕方のないことなのだろうが、それを意識すると妙に緊張と動揺が広がっていく気がした。

　膝の上で祈る形に握り合う両手の平に、じんわりと汗が滲んでいる。

　多分きっと、今アリエラはひどく強ばった顔をしているだろう。あの夜のことを忘れてくれと告げた本人が結局は全く忘れることができていない。

　一方でジェスランの表情にも緊張が見える。平静を装ってはいるけれど、どこか迷うように視線が泳いでいる。

　だが、彼は己の心を落ち着かせるように一つ深い呼吸をすると、視線をピタリとアリエラに合わせてきた。決して己の心を揺らがせないと決意するその意思が伝わる眼差しで。

　より強く鼓動が跳ね上がったのは果たしてどちらの心臓だろうか。

　アリエラがぎゅうっと握り合う手に力を込めた時、ジェスランがその口を開いた。

「先日の話だが……俺が言ったことは本気だ。あの夜のことは抜きにしても、俺はあなたと結婚したい。ずっと、望んできたことだ、真剣に考えてほしい」

「ジェス……」

「どうしても無理だと言うのならその理由を教えてくれ。頼むから年齢だとか、立場だとか、俺の努力ではどうすることもできない理由で拒絶しないでほしい」

　こうもまっすぐに告げられては、聞かなかったことにはできない。

　酒のせいにもできないし、気の迷いのせいにもできない。

　ジェスランのことを大切に思うならば、その気持ちにきちんと向き合わねば失礼だ。

　そう意識するそばから、視界が潤んでくる。ドキドキと高鳴る鼓動と浅くなる呼吸はアリエラの体温を上げ、思考すらぼやけさせそうになる。

　それを懸命に堪えて答えた。

「……ありがとう。あなたの気持ちは嬉しい。……でも」

「でも？」

「私は、あなたの相手に相応しくない。……判るでしょう？　あなたは理由にするなと言ったけれど、私はあなたより四つも年上で、この年になるまで家の中のことばかりやってきたのよ？　王子妃として必要な社交も教養も身についていない」

「相応しいかどうかは俺自身が決めることだ。それにそんなことはこれからいくらでも挽回できる。俺だってフォローしてやれるし」

「ええ、あなたはきっとそうして私を助けてくれるでしょう。でも、私と結婚したら、お母様はどうするの？　今でさえお母様は乳母の立場を越えた行いをしようとしている。そんな母と義理の親子関係になることが、あなたに良いことだと私は思えない」

　他にもジェスランの側には、イルゼンが側近として上がることが決まっている。

　ノースウッド伯爵家は爵位こそかろうじて上級貴族に属するが、決して家格が高いわけでも歴史が深いわけでもない。伯爵位の中でも良くて中の中、あるいは中の下。

　周りをノースウッド伯爵家の人間で固めても、ジェスランには何一つメリットがないばかりか、逆に私情で特定の家門を優遇していると言われかねない。

　どう考えても、ジェスランの良いようにはならないとアリエラは思うのだ。

「だから、私たちはあの一夜限りの関係で終わらせた方が良いと思う。あなたはもっと力になってくれる若くて可愛らしいご令嬢を選ぶべきよ」

「嫌だ」

「ジェス、お願いだから判ってちょうだい」

「……嫌だ。ただ一度だけであなたとの関係を終わらせることも、他の令嬢を妃にすることも、あなたが他の男に嫁ぐことも、絶対に嫌だ」

　嫌だ嫌だと告げるジェスランは、まるで聞き分けの悪い少年のようだ。

　ここ数年はすっかり大人の男性になったと感じていたのに、そんなふうにされると昔の思い出が蘇ってアリエラの心を甘く切なく揺らす。

　ジェスランは滅多に我が儘を言う子どもではなかったけれど、一度嫌だと言ったことを納得させるのはとても難しくて、随分と手を焼いたものだ。

　言い聞かせるようにアリエラは告げた。

「私は、他の男性の許になど嫁がないわ。母が何を言おうと従うつもりはないの」

「……」

「でも、だからってあなたの相手はきっと、私じゃない」

「俺はあなたが良い」

「ジェス……」

　二人の間にぎこちない沈黙が落ちた。

　さあ、どうすべきかとめまぐるしく頭の中で考えを巡らせるも、何を考えても最後には彼を恋しく思う気持ちがにじみ出て、アリエラの言葉を詰まらせる。

（……もう、恋に恋する年齢ではないのに……年上としてジェスランを導かなくてはならないのに、自分の気持ちさえ抑えられないなんて……）

　情けなくて切ない。ああ、どうしたら良いのだろう。

　相手の肌の感触や温もりを知らぬ頃ならまだどうにか諦められたかもしれないけれど、一度知ってしまった今は諦めることがこんなに難しい。

　だが、ジェスランも生半可な気持ちで自分を求めているわけではないことは判る。今この場で彼を納得させることは不可能だろう。

　お互いに、もう少し時間が必要なのかもしれない。

「……少し、考えさせて」

　しばらく躊躇った末、ようやくアリエラの唇から押し出されたのはこんな苦し紛れな言葉だった。我ながら問題の先送りでしかないと思うけれど、今はもう少し冷静になって考える時間がほしい。

　迷うように俯き、己の手元を見つめるアリエラに対し、ジェスランの声はあくまでも静かだがやはりそこに込められた意思には揺らぎも迷いもない様子だ。

「考えるのは構わない。一生のことだ、今すぐ決めろなんて言われても酷だろう。でも、その考える時間とやらが、俺を諦めさせるための時間稼ぎなら承諾できない」

「そんなこと……」

「あの夜、あなたは俺を好きだと言ってくれた」

「……酔っていたのよ」

「確かに酔っていたあなたの隙に付け込むような卑怯な真似をした。でもあなたは酔っているからという理由で、誰でも受け入れる女性ではないはずだ。あなたの心が俺になく、この先望みもないというならまだしも、その心が俺の許にあるなら、やっぱりあなたを手放すことはできない。諦めることを、諦めてくれ」

「横暴だわ」

　断言的なものの言い方をするジェスランに抗議するも、その声は弱々しい。

　彼が向かいのソファから腰を上げてこちらへ歩み寄ってくる。

　咄嗟にアリエラも立ち上がったが、逃げ出すことは叶わなかった。

　身動きを封じられてしまったからだ。

　その両腕に深く抱きしめられることによって。

「ジェス、お願い離して……」

「嫌だ」

　このままでは先ほどと同じことの繰り返しだ。

　拒むならもっと強く拒まないといけないのに、駄目だと言いながらアリエラが彼の胸を押す力はあまりにも弱い。

　そんなアリエラになおもジェスランが言い募る。

「なあ、アリエラ。もし俺がこの手を離し、あなたの言う『相応しい令嬢』の手を取ったとして……それであなたは満足するのか？　少しも、何とも思わず、ああ良かったと、そう喜ぶことができる？」

　ギクッと心臓が軋むような感覚と共に痛みを覚えて、アリエラの顔が歪んだ。

　今にも泣き出しそうな表情で身を強ばらせるアリエラに、切なげにジェスランは首を横に振ると再び彼女の身を掻き抱く。

　まるで縋り付くように。

　そんなふうにされてはとてもではないが振りほどくことなどできそうにない。

　けれど抱き返すこともできない。吐き出した呼吸が、浅く、僅かに震えている気がして唇を噛みしめた。

「そしてあなたも、俺じゃない他の男にこんなことをされても良いと？　この身体に、唇に、俺以外の男が触れてもあなたは受け入れられるのか？」

「……やめて、ジェス……」

　ポツリと呟くと同時に、先ほど以上に視界が潤んだ。

　ぶわっとこみ上げた想いにどうしたって心は揺れてしまう。

　涙ぐむアリエラの眦に口付けてジェスランは言った。

「ごめん、あなたを困らせて泣かせたいわけじゃないんだ。だけど……やっぱり、どうしても諦められない。あなたに釣り合う大人の男になりたいと、ずっと努力してきた。それともあなたには、俺はまだ子どもにしか見えないのかな」

「……そんなことはないわ。あなたはもう立派な大人の男性よ」

「なら、どうか目を背けないで今の俺を見てほしい。何もしないうちから諦めないでくれ。俺はあなたが手に入るなら王子の身分だって必要ないんだ」

　なんてことを言うの、と窘めることはできなかった。

　それより先にアリエラの頬を滑った彼の指先に顎を捕らわれて上向かされたと思ったら、唇が重なってきたから。

　抗おうと思えば抗えたはずなのに、結局ろくな抵抗もせずにその口付けを受け入れてしまう自分に溜息が出そうになる。

　あの夜以来の口付けは、記憶にあるよりもずっと優しく、そして温かかった。

　唇の表面をすり合わせるように重ねる仕草は、頑ななアリエラの心を開かせようと健気な努力をしているように感じる。

　でもその優しさが今はもどかしくて、気がつくとアリエラは無意識のうちに自ら彼の唇を追いかけていた。

「ん……」

「は…………」

　僅かに開いた唇の間から覗かせた舌に、彼の舌が触れると、互いの身体に火がつくのはすぐだ。今、密室となった部屋の中にいるのは自分たち二人だけ。

　想い合い、その身体に触れれば嫌でも気持ちは昂ぶる。

　まして諦めなくてはならない、なんて想いがあればなおさらに、だったらせめて一緒にいられる今のうちに、とそう望んでしまうから。

「あっ……」

　思わず小さな甘い声が漏れた。ジェスランの片手が衣服の上からアリエラの片胸に触れたからだ。でも彼の手はドレスの下のコルセットに阻まれて、望むような胸の柔らかさを堪能することができない。

「だ、駄目よ、ジェス」

　形ばかりの制止も役に立ちそうにない。

　コルセットに邪魔をされた彼の手は、すぐにアリエラの背中に回ってドレスの隠しボタンを外しながら、彼女の小さな唇に口付けを繰り返す。

　あっさりとアリエラのドレスを緩めたジェスランは、その下のコルセットの紐まで手際よく解いていく。その彼の手に迷いはなかった。

　緩む胸元を両手で押さえ、抵抗するように身を捩ってもジェスランはアリエラを逃そうとはせず、それどころか気を散らすように彼女に口付ける場所をどんどん移動させていくからどうしようもない。

　唇から離れ、頬に。頬から耳朶に。

　柔らかな耳たぶを食み、耳穴に舌を這わせられると、アリエラは咄嗟に肩を竦めるほどのゾクゾクした刺激と共に身体の芯が震える刺激に襲われて、ぶるりと身もだえしてしまう。

「だ、だめ……止めて。こんなの、不道徳よ」

「なら、以前にも言ったように俺を殴ってでも突き飛ばせば良い。そうでもしないと、俺は止まらないよ」

「そんな、あなたを殴るなんて……」

「できない？　でもあなたができないと言っても、俺は止めるつもりはない。話し合いをしても平行線なら、俺も遠慮はしない。知っているか、アリエラ」

「……な、何を？」

「俺が夢の中で、どれほどあなたを穢していたか」

　普段の彼のものよりも、低く響く彼の声がやけに艶めいて聞こえた。

　それはどういう意味だ、と尋ねるほどアリエラも幼くはない。

　未だ独身の身であっても、将来のためにと乳母から男性の身体や、夫婦の営みについてはしっかりと学んでいる。

　真っ赤な顔で押し黙るアリエラの反応にジェスランも頬を染めながら、しかしやや開き直った笑みを口元に刻むと、再び彼女の肌へ唇を寄せた。

　今度口付けてきたのは、ドレスが緩み露わになったデコルテの部分だ。

　綺麗に浮かんだ鎖骨のラインを辿るように唇と舌で愛撫されると、そこから甘やかな刺激を感じて自然と身体が揺れてしまう。

　一瞬肩が跳ね上がるほどの刺激なのに、どういうわけか一度味わうと繰り返し味わいたくなる、癖になる刺激だ。

「あっ、駄目、ジェス、駄目……」

「……ああ、綺麗だな。あなたの真っ白な肌がだんだん色づいてきた」

　からかうように告げられて羞恥に身を震わせた。

　確かに露わにされた胸元が、ぱあっと花開くように赤く染まっている。

　一体誰のせいだと詰問したくなっても無理はない。

　でもアリエラが何かを言うよりも早くにジェスランの手はさらに動いて、ドレスの前を押さえるアリエラの非力な腕を外し、その下のシュミーズも肩口から引きずり下ろしてしまう。

　零れ出た素肌の乳房を、直に掴み上げられると、もう息を詰めるより他になかった。

「んっ……」

　成人男性であるジェスランの手に包まれてもまだ少し余る豊かな乳房は、容易く男の指に合わせてその形を変化させる。

　生々しい刺激と、淫らな行為にアリエラの頭は羞恥で焼き切れてしまいそうだった。

　初めて抱かれた時は、夜も更けて限られた照明しかなかった。

　また酒に酔っていたせいで理性が脆くなり、羞恥心も今よりずっと薄かったように思う。

　だけど今は正気であり、しかもまだ昼間。

（何もかもがはっきりと見える……）

　ジェスランの前で肌を晒し、乳房をむき出しにされた姿も、柔らかな肉に沈む彼の手の感触や、その先端で充血し尖りつつあるものも。

　そして、ジェスランが親しみやすい笑みの下に隠していた、アリエラが今まで知らなかった男としての顔も。

　でも、と思う。

（私は本当に、彼の今の顔に気付いていなかった？　何も知らなかった？）

　答えはすぐに出る。知らなかったはずがない、本当は気付いていた。

　彼が微笑みつつアリエラのもう一人の弟というポジションに甘んじながら、でも自分にどんな気持ちを抱いていたのか。

　時折甘くなる声や視線、そしてさりげない振る舞いからもしかしたらと感じたことは一度や二度ではなかった。

　だって……アリエラ自身も同じだったから。

「アリエラ、好きだ。どうか俺を拒まないで……」

　ぐいぐいと迫りながらも、どこか懇願するように彼は訴えて、口付けてくる。

　舌と舌を直接触れ合わせる深い口付けを受けながら、互いの気持ちを自覚してしまうとやっぱりアリエラに彼を拒絶し続けることはできそうにない。

「ん……ふ、んんっ」

　舌を彼の舌で根元から扱かれるように舐められると、顎が痺れるような、じわっと広がる感覚に身震いした。

　歯列や頬の内側、舌の裏側まで探られ、吸い付かれる。普段は何も感じないその場所が何ともいえない快感を生み出すようで、鼻から抜けるような声が喉の奥から漏れ出てしまう。

　こんなに淫らなキスを覚えたのはジェスランと過ごした夜が初めてなのに、もう何度も彼とこの行為を繰り返しているような気持ちになる。

「あっ……」

　アリエラをソファに押し倒すように動きを封じながら、ジェスランはその両手で露わになった彼女の両胸を執拗に揉み、そしてすっかりと固く凝った乳首をくびり出すように指でつまみ上げた。

　熟したベリーのように深く色を変えたその場所はひどく敏感になっていて、くにくにと扱かれたり、爪で軽く擦られたりするだけで、強い愉悦と共にアリエラの身を小刻みに跳ねさせる。

　異性に触れられることに慣れていない乳房も乳首も強くされると少し痛くて逃げ出したくなるのに、それを上回る甘い刺激がくせになるようで、アリエラの呼吸を乱れさせた。

「ふ、うっ……んんっ」

　襲いくる刺激の逃し方が判らない。

　もがくように彼女の両手がジェスランの腕に縋った。

　そこにはもう押し返すような拒絶の力はなく、どうしたら良いのか判らない、と言わんばかりにもどかしげにシャツの袖を掴んでは引っ張り、指を立てる。

　そのアリエラの手を少しだけ押しやって、ジェスランは彼女の胸元に顔を伏せるとぷっくりと膨れ上がった片方の胸の先に舌を這わせた。

「は、あ、あぁん……」

　途端こぼれ落ちた溜息のような甘く乱れた自分の声に驚いて慌てて片手で口を塞ぐも、もう片方の手は相変わらずジェスランの腕に縋ったままだ。

　彼はちろちろと舌の先を尖らせて乳首のてっぺんを擽るように舐め、かと思えばパクリと口の中に収めて飴玉を転がすようにしゃぶりながら、強く吸い上げてくる。

　ただそれだけのことでも、色事に不慣れなアリエラには強烈な官能となって、胸から背筋に伝わった刺激の波が頭の先から腰、つま先までをビリビリと駆け抜けるようだ。

「アリエラ。……どうすると気持ち良い？　教えてくれ」

「ふ、ん、んっ」

「アリエラ？」

　問われても、その答えをアリエラは知らない。だって本当に先日の出来事が彼女にとっては唯一の経験であったのだ。

　口を押さえたまま、真っ赤な顔でふるふると首を横に振るアリエラにジェスランは笑う。

　優しく甘く、そして熱っぽく……ひどく渇望する眼差しで。

「んっ……！」

　アリエラが黙っていると、ジェスランは興に乗ったように彼女の胸元に幾つもの鬱血の花を咲かせた。

　これほど痕を残されては昼間の喉元まで隠れるデイドレスならばともかく、夜会ドレスはしばらく身につけられそうにない。もっとも、その機会は今のところないけれど。

　肌に刻まれた赤い花は、そのままジェスランの自分への執着を表しているように思えて、それもまたアリエラの体温を上げる。

　気がつくと、互いの肌は既にしっとりと汗で湿っていた。

　胸の谷間に浮いた汗の雫に気付いた彼が、それを舌で舐め取る。その刺激にも気持ち良い、と感じて身が震えてしまう。

「ああっ！」

　つい高い声が上がってしまった。どんなに奥歯を噛みしめて堪えようとしても我慢できない。

　駄目だと判っているのに強く抗うことができず、結局与えられる官能と行為に流されてしまう自分はなんとふしだらな女なのだろう。

　ジェスランの口付けはもう片方の乳房にも及んだ。豊かな膨らみに口付けて、その先端をしゃぶり、時に歯を立てては空いた方の胸を飽きもせずに揉みしだく。

　散々可愛がられ、彼の唾液をまぶされた乳首は、外気に触れて冷えるちょっとした温度差にすらじんじんとした疼きのような感覚を訴えてくる。

　ふうっと息を吹きかけられるだけで、びくっと背筋が強ばるように震えた。

「あなたが教えてくれないなら、俺の好きにさせてもらうが良いか？」

「……っ、も、う、好きにしているじゃない……っ」

「これでもあなたに嫌われたくなくて、随分我慢している。アリエラ、どうか結婚してくれ」

　油断すると、そのままうんと頷いてしまいそうで必死に奥歯を噛みしめた。

　答えないアリエラを少しばかり責めるかのように睨むジェスランのその眼差しは、どことなく少年時代の彼を思い起こさせる。

　昔からアリエラに叱られて、それが納得できないことだったりする時によく見せた表情だ。

　大人の男性になったのに、そんなところは昔の彼を思い起こさせて……熱い想いにまた泣きたくなった。

「アリエラ？」

　涙ぐむ顔を見られたくなくて、両手を彼の首裏に回すとぐいっと抱き寄せた。

　僅かに息を呑む気配がしたと思った一瞬後には、再びその両腕に抱きしめ返されて余計に切なくなる。

　彼の言葉に、素直に頷けたらどんなに良いだろう。

「……お願い、少し、時間をちょうだい。必ず、答えを出すから……」

　今この場で頷くことも、強く拒絶することもできないアリエラは繰り返し訴えた。

　自分たちの関係の変化はあまりにも急すぎて、何かを決めるにもまだ混乱の方が強い。ジェスランを諦めさせるにしても、他の手段を探すにしても、それを考え試みる時間がほしい。

「……判った。だが、答えを出すまでの間、あなたはここに留まってくれ。この王子宮に部屋を用意させる」

「えっ……」

「このままあなたを家に帰せば、サヴィーニャが縁談を強行するかもしれないだろう？　それに……あなたにもいつ逃げられるかと思うと気が気じゃない」

「に、逃げるだなんて」

「絶対にないと約束できるか？　現にあなたはイルゼンの結婚後は田舎に引きこもると言っていたじゃないか。俺に、何の相談もなく」

　彼の声が、やや咎めるように変化して聞こえたのは気のせいではないだろう。

「それは……」

　そう決めた時はまだジェスランとの関係は幼馴染みのままだった。

　でもジェスランの気持ちも判る。親しいと思っていた人が、自分に一言もなく遠くに行くと知ったら、たとえ男女の関係でなくとも寂しく思う。

「……ちゃんと、連絡はしようと思っていたのよ」

「田舎に引きこもった後で、だろう？」

「……それは……その。でもだからってあなたの宮に留まるなんて、人になんて言われるか……あなたの評判にだって傷が付くかもしれない」

　オロオロと彼の顔を覗き込む。

　この時アリエラが心配したのは自分のことよりもジェスランのことだ。

　いくら親しい関係だと知られているとしても、手元に残して離さないとなれば話は別だ。

　しかしやはりジェスランは頓着していない様子だ。

　むしろ彼自身は噂になった方が良いとすら考えているらしい。

「言わせておけば良い。その方が牽制になるし、俺もあなたを口説く時間がほしい」

「そんな、ジェス……」

「なんと言われてもこれは譲らない。俺はあなたを絶対に離したくないんだ」

「あっ！」

　言い様、ドレスの中に潜り込んだ彼の片手がアリエラの太腿を撫で上げた。

　咄嗟に身を引こうとしてもやっぱり押さえつけられて動けず、それどころか半ば強引にドロワーズを脱がされると、片足の膝裏に手を掛けられて、ぐいっと開かれてしまう。

　幸いにして肝心な部分はたっぷりとした生地に隠されて見えないが、本来秘められた場所が露わにされて外気に触れる感覚と羞恥に、またぶるっと腰が震えた。

「そのまま足を開いていて……閉じては駄目だ」

　なんてことを言うのだろう。さらけ出された両胸が、自分の呼吸に合わせて上下する。

　その向こうでジェスランはもう片方の太腿の内股を撫で、アリエラのもっとも繊細な場所へとゆっくりと手の平を這い上らせる。

　温かく固い皮膚が柔らかな皮膚に擦れて生み出す摩擦さえアリエラに熱い吐息を漏らさせたが、それ以上に彼女を羞恥させたのは彼の太く長い指が既に蜜をしたたらせるその場所へと触れたことだ。

「んっ………！」

　彼の指が繊細な襞を割り、秘裂をなぞり上げる刺激に喉を晒す。

「きゃっ……！」

　陰唇を割りひらき、入り口の浅いところを軽く擽るように撫でられるのもじわっとした心地よさがあったが、アリエラの腰を跳ねさせたのはさらにそれより上、慎ましく膨れながら隠れていた陰核を撫でられた時だ。

　したたる蜜を指に纏わせ、ヌルヌルと滑る指先で優しくそこを撫でられると、それだけで下腹が波打ち、ガクガクと腰が揺れ始める。

「あ……んっ、んんっ！」

「ここがそんなに好きか？」

　ジェスランが問うも、答えられるはずもない。

　これ以上淫らな声を出さないようにと両手で口を押さえたが、その下から、ふー、ふー、と乱れた呼吸が漏れてしまうのとどちらが淫らなのだろう。

　その根元を、優しく擦られるとお腹の奥がじんわりと熱くなる。

　それでいて先端のむき出しの部分をなぞられると、まるで刺すような鋭い刺激が腰を跳ね上げさせて、その震えを大きくさせる。

「ふ、ん、んんっ……！」

　痛みと紙一重の強い刺激は苦しいはずなのに、何度でも味わいたいと思うその感覚が快感だと自覚した時、アリエラはもう抗うことはできなかった。

　彼の長く節立った指が二本、奥深くまで沈んでくる。

「あ、ああぁっ……！」

「熱いな……すごく柔らかくて……相変わらずドロドロだ」

　駄目だ駄目だと言いながら、その場所が既に準備を整えていることは自分でも判っていた。

　だってジェスランの指は気持ち良すぎる。本当はもっと、色々なところを触ってほしい。

　彼が指を折り曲げてアリエラの内側を探りながら出入りさせるたび、ぐちゅぐちゅと耳を塞ぎたくなるような淫らな音が響くだけで、そこがどれほど濡れているかが判るだろう。

　ジェスランの指は探る。

　最初の夜よりも念入りに、アリエラの中がどうなっているかを確かめるように。

　その指が深いところを押し上げ、また腹側の厚くざらついた部分を擦るたび、得も言えぬ快楽に背を弓のようにのけぞらせて、漏れそうになる声を必死にかみ殺した。

「ふ、んっ……んくっ……！」

　じゅぷ、じゅぷっと音が響く……本来客人をもてなし、会話をするべきはずの場所で。

　溢れたアリエラの蜜はジェスランの手を汚し、手首に伝い、そして彼の衣装の袖口まで汚してしまう。

　なのに彼は構う様子もなく、中を行き来しながら、同時に表の陰核を擦るのだからどうしようもない。

　腰がブルブルと震えた。その震えは太腿まで伝わって、腹の奥で燻る火種がどんどん膨らみ膨張してくるのが判る。

「あなたの中が、俺の指に吸い付いている」

　何が楽しいのかジェスランはそう言って笑い、より深い場所をごりっと擦る。

　そして……親指で陰核を一撫でされると、膨らんだ熱は一気に弾けて、アリエラの中からさらなる愛液が噴き出し、腰を二度三度と続けざまに大きく跳ね上げさせた。

「んんっっっ!!」

　知らぬうち、アリエラは息を止めていたらしい。

　大きな法悦の波に押し上げられて、身を幾度も跳ねさせながらようやく呼吸を取り戻したが、彼女が息を整える暇は残念ながら与えられなかった。

　というのも硬直していた身体が弛緩したとたんに、今度は指とは比べものにならない質量を誇るものが宛がわれて、一息に押し込まれたからだ。

「あああんんっ!!」

　残念ながら今度は声を殺すことはできなかった。

　敏感になって蠕動する内側をいっぱいに満たし、隙間なく擦り上げて奥を目指す凶暴な肉槍に串刺しにされ、高く持ち上げられた片足が痙攣するように震える。

　柔らかくほどけ綻んだその場所の肉襞を巻き込むように中を満たしたそれは、すぐに動き出し、アリエラはソファとジェスランの身体に挟まれて、今や嬌声を上げるだけの楽器に成り果てていた。

「あ、ああ、あん、や、待ってぇ……！」

「は、いい……っ……アリエラ……！」

　より深い繋がりを求めるようにジェスランが彼女の両足を抱え直す。

　限界まで開かれた両足の間、ずぶずぶと淫猥な音と愛液をしぶかせながら大きなものでかき回されると、もうまともな言葉なんて出せない。

　最初の時のような痛みはなかった。

　でも腹の奥を押し上げられる苦しさは依然として残っていたし、内臓を揺すられるような奇妙な感覚は純粋な快感とは少し違う。

　だけど痛いくらいに蠢くその場所を擦り上げられると、ただでさえ熱を持っていた腹の中がどんどん熱くなって、その熱でドロドロに溶けた膣道が雄に縋り付くように絡みつくのが判る。

「ん、んっ、ふ、んんっ」

　ゆさゆさと揺さぶられるたび、むき出しになった両胸が、着衣のままの彼の衣服に擦れて、それもまた燻る快感にアリエラはのけぞった。

「あ、あ、あぁっ……！」

　気持ち良い。そう思ったらもう駄目だった。

　再び腰がガクガクと揺れ出して、より強い快感を求めて勝手にくねり始めてしまう。

「……腰が動いている」

　どこか嬉しそうにジェスランが指摘するけれど、どうしようもない。

　気持ち良い。奥を強く突かれるのはやっぱりまだ少し痛いけれど、みっちりと内側を満たすほど大きく膨らんだ側面で擦られるのが良い。

　繋がったまま揺さぶられながら、敏感な花の芽を弄られると意識が飛びそうになる。

　どんどんと熱が膨らんで、全身が燃えるように熱い。

　中途半端な着衣のままの繋がりは、互いの肌に滲んだ汗を吸い取って、それが貼り付いてくる。熱くて、動きづらくて、なのに背徳感で興奮するのか、汗みどろになりながら二人は身を繋げたまま身体を揺すり合った。

「ああ、だめ、だめっ！」

　腹の内側で大きく膨らんだ熱の塊が限界を超えてなおも膨れ上がろうとする。

　と同時に身体がふわっと浮き上がる感覚と共に弾けた熱の奔流に煽られ、アリエラの身体は幾度も跳ねた。

「あああああっ!!」

「っく、ああ……！」

　あらん限りの力でアリエラの膣襞に締め上げられたジェスランもまた、彼女の中にその熱情を吐き出す。内に収まりきらない白濁が二人の結合部から溢れてくるほどに。

　それほどのものを吐き出しても、若く精力に満ちた青年の欲望はまだ収まりそうにない。

「ジェス、ジェス……!!」

「ああ……いい、アリエラ……」

　自分が何か別の生き物になってしまうようで、それが怖くて彼に縋り付けばより深く腰を抱えられ、背を抱き返される。

　こうなると、もう駄目だ。本当に駄目だ、離れられるわけがない。

　髪を乱し、衣装を乱し、理性すら乱して抱き合う二人はやがて共に果てを見る。

　上げた高い嬌声を塞ぐように口付けられるのと同時に、どっと身体の奥で熱が弾けたのはどちらが先だっただろう。

　結局アリエラはこの日、ジェスランを拒むことも、離れることもできず、そして……伯爵邸に戻ることもできずにその腕に囚われるのだった。







第三章 私の王子様








　第三王子ジェスランが、己の宮に想い人を囲っているという噂はすぐに社交界へと広まった。

　その事実を真っ先に知ったのは当然ながら囲われている想い人、アリエラの家族だ。

　当たり前である。連絡もせずに放置したら、帰宅しないアリエラを案じて家族が方々を探し回るのは目に見えている。

　わけあってジェスランの許に泊まるという手紙をしたためて届けさせたが、その「わけ」とはどんなものであるのかをアリエラの実弟であるイルゼンが直接確かめに第三王子宮までやってきたのはその翌日のことだ。

「なんだ。つまり、姉さんと結婚するために実力行使に出たってことか」

　新婚ほやほやだというのに迷惑を掛けたことが申し訳ない。

　ジェスランの隣で身を小さくしているアリエラは、この場において誰が最年長なのだと問いただされても仕方ない有様である。

　応接室は今やピンと張り詰めた空気が漂い、対面でソファに腰を下ろしているイルゼンの眉間には深い皺が刻まれている。

「仕方がない。あのまま放っておくとアリエラはいつ雲隠れするか判らないし、サヴィーニャに縁談を強行突破されても困る」

　対するジェスランはというと、実に堂々としたものだ。

　その様子には後悔という言葉は少しも窺えない。

　自分の許にいればアリエラの逃亡もサヴィーニャの強行も防げる、というのがジェスランの主張であるが当然これもまた、一国の王子が選択する手段とは到底言えない。

　はあ、とそれは深くイルゼンが溜息を吐く。

　困ったように眉を顰めるその顔は、さすが血の繋がった姉弟、アリエラによく似ていた。

「だからってこんな強引に囲うか？　判っているのか、お前は未婚の令嬢を正式な婚約も結婚もしない内から自分の部屋に引きずり込んでいる不埒者だぞ。当然姉さんも王子のお手つきとして見なされるし、どちらの評価もガタ落ちだ」

「多少順番が狂っただけだ。どのみち俺はアリエラを諦める気はないし、玉座も望んでいない。恋に溺れた愚かな王子として放っておいてもらえるならそれに越したことはない」

「お前なあ、それで済む問題じゃないだろうが。全く恋する王子様はこれだから手に負えない」

　幼い頃の付き合いがあるとあってイルゼンの王子に対する態度はかなり気安い。

　もっとも当然ながら場所と状況は選んでいる。

　今この場には身内しかいないからこその口調である。

　そのイルゼンの気安い態度は溜息と共にアリエラにも向けられた。

「姉さんも、判っているのか。これで我がノースウッド伯爵家は第三王子をがっちり抱え込んだ身の程知らずだ。ジェスがコケたら皆コケる。その逆もしかり、うちがコケたらジェスに大ダメージになる」

「……ご、ごめんなさい……」

「アリエラを責めるな。アリエラはきちんとその危険性を指摘していた。強引にことを進めたのは俺だ」

「キリッと表向きは誠実そのものの顔をして開き直るな。もしや、と念のため確かめさせてもらうけど、姉さん。ジェスに無理強いされたわけじゃないよな？」

「それは……違う、と思う……」

　今ひとつ断言できないのは、相当強引に迫られた自覚があるからだ。

　でもどれほど強引に迫られても無理矢理犯されたわけではないし、ろくに抗えず結局受け入れたのは自分なので無理強いとは違うと思う。

　そんなアリエラを弟は気難しそうな顔で見つめ、沈黙が落ちる……だがそれは長くは続かなかった。

「……まあいい。どうせジェスが簡単に諦めるとは思っていなかったし。全く、幼馴染みが自分の姉に懸想している姿を見せつけられる弟の気持ちも判ってほしいね」

「悪いな、親友」

「調子に乗るな」

　悪いなと言うわりには少しも悪びれていないジェスランの言葉を、苦い表情で切り捨てるイルゼンだが、ある程度予想していたのは事実のようでその顔に怒りは感じられなかった。

　その事実に少しだけホッとする。

　他の誰に責められても、大切な家族に責められるのは想像するだけで辛い。

「マリやサリ姉さんたちも、やっぱりなって納得すると思う。父さんも多分薄々察していたんじゃないかな。だからまあ、意外な展開ではないよ。だけど今の状況がやっぱりあまり良くないことは姉さんも判るよね」

「……ええ」

　アリエラの表情は冴えない。自分だってどうしたら良いのか判らないのだ。

　先ほどイルゼンも言ったではないか。

　ノースウッド伯爵家は第三王子をがっちり抱え込んだ身の程知らずだと。

　それは逆を言えば、第三王子が特定の家の人間を露骨に優遇する、私情を挟む王子だと言われるも同然だ。

　何しろ乳母も、側近も、そして妃までも同じ家の人間では偏りすぎるにもほどがある。

「でも、まだ私はジェスと結婚すると決めたわけじゃないの。あなたの言うとおり良くない状況だと思うし……やっぱり私が身を引く方が良いと思う」

「姉さん。それ、ジェスの目を見てもう一度言える？」

　弟に問われて、はっと隣のジェスランを見上げる。

　すると彼は微笑んでいるけれど、ひどく悲しげな顔をしていて……それ以上の言葉が喉に引っかかって出てこなくなってしまった。

「それに姉さんだって未練タラタラでしょ。大体、既成事実ができているならジェスにはきちっと責任を取ってもらわないと困る。というかそうしないなら俺も側近の座なんて叩き捨てるからな。実の姉を弄んだ男に仕える趣味はない」

「弄んでいない。アリエラも、お前も手放すつもりはない」

「ならジェス。誰を切り捨てるかはもう腹を括っているんだろうな？」

　ここで沈黙が落ちた。イルゼンが何を言いたいのかはアリエラも判る。

　それはジェスランも同じようで、沈黙した彼の顔からは表情が消えていた。

　アリエラとイルゼンを手放す気がないならば、ジェスランが手放すのは……そう、母のサヴィーニャだ。

　正直に言って、たとえそうなったとしてもアリエラは母に申し訳ないと思う気持ちにはなれないし、きっとイルゼンも同じだろう。

　その腕に抱かれた記憶もなく、慈しみの言葉を掛けられた記憶もない母親に愛情を持てという方が無理だ。

　だが、ジェスランにとっては長く世話を焼いてくれた相手である。

　彼の様子を見れば少なからずサヴィーニャに恩を感じているのは判るし、多分自分たち姉弟よりも母に対して情があるだろう。

　そんな彼にイルゼンの問いは酷だと思う。

　だが、ジェスランは長く沈黙してはいなかった。

「ああ、もう決めた。サヴィーニャは即時解任し、年金を支給した上で伯爵家に帰す。母上にも内々に了解は得ている。むしろ遅すぎたくらいだ。長く伯爵家から引き離したままですまなかった。詫びて済むことではないが……謝らせてほしい」

　心からの謝罪を込めて姉弟に向かって深く頭を下げるジェスランに首を横に振ったのはアリエラだ。

「いいえ、あなたが謝罪する必要なんてない。あなたは大義名分にされただけ。お母様に帰る気があれば、とっくに帰ってきていたのだから」

「だが……」

　ジェスランの口を塞ぐように、あえてアリエラは話題を変えた。

　母が選択したことでこれ以上彼に謝罪を繰り返してほしくはない。

「それよりも、お母様が大人しく従うかしら。あの人はジェスを王太子にするつもりでいるようだし、そのために娘を利用することすら考えているような人なのよ？」

「ランドフリー侯爵のところに嫁がせれば、侯爵と縁を持てる上にジェスから引き離すこともできて、二つの意味で都合が良かったんだろうな」

　改めて説明されると、なんだか実の親にそこまで邪険にされるのも複雑な気分だ。でも仕方ない、そんな親子関係にしかなれなかったのだから。

　アリエラがジェスランの許にいることは既に母も知っているはずだ。このまま大人しく黙認してくれるとも思えない。

「要注意人物が自分の母親っていうのもなかなか重いけど。とにかく姉さんは充分気をつけて。ジェスも腹を括ったんならしっかり頼むよ」

「ああ。判っている」

　ここまでの話でイルゼンはとりあえず言うべきことは言った、とばかりに立ち去っていったが残されたアリエラはやっぱりまだ弟ほどには割り切れていない。

　母がどうだというのではない。ジェスランの気持ちの方が気になるのだ。

「……ねえ、ジェス。あなたは本当に、これで良いの？」

　二人きりになってから、躊躇いがちに尋ねた。

　アリエラ自身のことならどうとでもなる。

　元々年齢的な問題もあって条件の良い結婚なんて諦めていたし、最悪当初の予定通り田舎に引っ込めば済む話だ。

　でもジェスランは、もう一人の母とも言えるべきサヴィーニャを切り捨てて、本当に後悔しないのだろうか。

　アリエラの問いに彼は苦笑した。

「本音を言えば、良心は痛む。事情はどうであれ、俺はサヴィーニャに育てられたから。でも、だからって俺のこの先の人生を彼女の言いなりになって生きるつもりもない。それに……ここで身を引かせるのは、将来的に見てサヴィーニャのためにもなると思う」

　そう答えるジェスランの眼差しには、確かな苦悩が窺えた。彼だってこの結論を出すために何度も考えてくれたのだと思う。

　母は、良くも悪くも長くここにいすぎたのだ。

　その結果、本来なら望んではならない夢を見て、主であるはずのシュゼッタの立場も侵害している。

　そのうえサヴィーニャは、本来口を挟むべきではない問題にまで口と手を出そうとしている。ジェスランがそれを望んでいるのであれば力強い味方となり得ただろうが、彼が望んでいない今は己の希望を押しつける害悪でしかない。

　下手をすればそのことで罪を問われる可能性だってあるのだから。

「彼女には感謝している。でも、冷たい言い方を承知で言うなら、サヴィーニャはやりすぎた。これ以上の立場や力を持つべきではない。……ねえ、アリエラ」

「なに？」

　僅かに小首を傾げる。何かを問われた時、あるいは疑問に感じた時、このように首を傾げるのはアリエラの幼い頃からの癖だ。

　そんな彼女の癖にジェスランはどこか懐かしそうに微笑みながら尋ねてきた。

「あなたが俺の妃を拒む大きな理由は、年齢とサヴィーニャのことが原因だよな？」

「それだけが問題というわけではないけれど……一番大きいのは確かにそうね」

「年齢のことはどうしようもない。俺があなたより年下なのは変えられないし、差を縮めることもできない。でも、その代わりサヴィーニャのことはきちんとするつもりだ。できるだけあなたの憂いにならないようにする。だから……サヴィーニャの件が落ち着いたら、その時は受け入れてくれないか？」

　熱く懇願するような眼差しに思わず口ごもってしまった。

　本来ジェスランはアリエラに命じることができる立場だ。

　でも彼は今まで一度だってアリエラに命じたことはない。彼がしているのは、あくまでもお願いだ。

　いささか強引であっても、アリエラが本気で抗えば逃げられるだけの隙を彼があえて残しておいてくれていることは、アリエラも気付いていた。

「……正直に言って、あなたがどうしてそれほど私を望んでくれるのか判らないの。私たちは確かに小さな頃からの親しい付き合いだけど……裏を返せばそれだけの関係でしょう？　私を得てもメリットはないに等しいし……母を切り捨ててまで私を選ぶ価値があるとはどうしても……」

「そうかな。親しく付き合ってきたからこそ、あなたに惹かれる理由はいくらでもあった。その全てを説明することは難しいけど、あなたの面倒見の良いところも、愛情深いところも、少し押しに弱い可愛いところも俺は愛しいと思う。何よりあなたは決して裏切ることはないだろう？」

「大切な人を裏切るわけがないでしょう」

「うん。でもそのあなたが当たり前のように言い切ることが難しい世界で俺は生きてきたから。あなたの存在に俺は何度も救われている。どうしてと言われても説明なんてこれ以上できない。あなたがあなたとしてそこにいる限り、俺は愛さずにはいられないから」

　ジェスランが目を細めた。

　まるで何かとても眩しいものでも見るかのように。その彼の瞳が向けられているのは自分自身だと察すると、一気に頬が熱くなる。

　彼のその瞳を見れば判る。ジェスランにとってアリエラという存在は、多分とても大切な、何にも代えがたい宝物のような存在なのだろうと。

　自分は決して綺麗な人間ではない。ずるいところだって、強情なところだって、悪いところだってたくさんある、ジェスランはそれを知っているはずだ。

　それなのに彼のアリエラを見る瞳は曇らないままだ。多分この人は、自分がどんな失敗をしても、どんな罪を犯しても最後まで味方でいてくれる人なのだろう。

　アリエラの存在をまるごと大切にしようとしてくれる彼に、なんと言えば良いのか判らなかった。

　きっと、今までも、これから先の生涯でもこんなに愛してくれる人は他にいない……と、そう感じた。

　ぱちぱちと目を瞬かせ、知らぬうちにこみ上げてきそうになるものを懸命に散らそうとするけれど、結局上手くいかなくて一滴涙が零れ出てしまう。

　唇が震えた。うかつに何か言おうとすると嗚咽になってしまいそうで何も言えない。

　年上なのに、泣き虫で恥ずかしいと顔を覆えば、そんなアリエラをジェスランが隣から肩を引き寄せて、深く腕に抱き込んだ。

「諦めてあげられなくてごめん。だけど……本当にあなたが好きなんだ。どうしようもないくらい愛している、だからどうか自分を価値のない人間のように言わないでくれ」

　やっぱりアリエラは答えられない。気の利いた言葉も思いつかない。

　でも、その代わりに両腕を伸ばし、彼の肩を抱き返した。

　そしてぎゅうっと力を込める。

　まるでアリエラの方こそが年下の、小さな子どものようにしがみ付いてくる抱擁にジェスランは心底幸せそうに笑って彼女の身をその膝の上に抱き込んだ。

　二人は、そうしてしばらくの間離れることはなかった。







　サヴィーニャの解任について第三妃シュゼッタから正式に命令が降りた。

　献身的に息子に尽くすサヴィーニャを重く用い、これまで殆ど苦言を呈することはなかったシュゼッタだが、サヴィーニャが王子の乳母の立場を越えた力を蓄えていることはやはり懸念していたらしい。

「残念だけれど仕方がないわね。サヴィーニャと伯爵家には充分な報賞を与えましょう。これまでの献身に報い、決してその名誉を穢さぬように」

　解任を命じられた時、母は呆然と二人を見上げていたという。

　まるでどうして自分が城から出されるのか、その理由が判らないと言わんばかりに。

　無理もない。母は自分の行いが二人のためにならぬことだとは少しも考えていない。

　むしろ二人のためになることだと本気で信じている。

　それなのに……と。

　母からすれば、裏切られたような気分になったのではないだろうか。

　しかし長く仕えていた妃と王子の言葉に、彼女は反論せずに頭を下げた。

　そして……二十年以上も不在にしていたノースウッド伯爵家に戻ったのである。

「お母様の様子はどう？」

　今もジェスランの許に身を寄せるアリエラの様子を見にやってきたイルゼンに問えば、弟は肩を竦めて答えた。

「ずっと部屋に閉じこもって誰とも会おうとしない。父さんの方も避けているし、このままじゃ家の中の空気が悪くて敵わないから、そのうち領地の別邸に引っ越してもらおうかって思っている」

「そう……」

　少し顔を見に来ただけだから、とすぐに立ち去ったイルゼンの顔には僅かな気疲れの色が窺えた。

　あの様子だと母は、イルゼンの妻とも上手くやろうとはしていないのだろう。

　それもあって、弟は母を遠ざけようとしているのだろうが、仕方のないことだ。

　イルゼンにとって真っ先に守らなくてはならないのは妻だから。

　本来、田舎に引っ込もうとしていたのはアリエラの方だったというのに、そのアリエラが城に身を寄せて、母の方が隠居することになるなんて随分皮肉な話だ。

　でもこれで王位継承権争いに手を出そうとするなんて大それた真似は止めてくれれば良いと思う。

　残る問題は自分自身のことだ。

　ジェスランは約束を守ってくれた。

　今の時点で彼女に急かすこともせず、その答えが出るのを待っていてくれている。

　だから多分、後はアリエラの覚悟一つなのだと思う。

（いくら考えても、私が彼の妃に相応しいとは思えない……でも……）

　アリエラを王宮に招いてから、ジェスランは一日たりとも愛を囁くことを欠かさない。

　その気持ちはもう充分すぎるほど届いているし、溺れそうなくらいだ。

　自分に自信がないのは相変わらずだけれど、これほど彼が求めてくれているのに「自信がない。相応しくない」という言い訳ばかりするのも情けなさすぎる。

　できることなら彼の気持ちに応えたい。自分にそれが許されるだろうか。

　そう思うアリエラの背中を最後に押したのは、彼女の弟妹だった。

　アリエラが城にいるとイルゼンに教えられて共にやってきた三人は、こう言った。

「お姉様は何でも自分のことを後回しにしすぎなのよ。好きな人に望まれて、幸せになれるチャンスが目の前にあるのにどうして怖じ気づくの？」

「サリエラの言うとおりよ。むしろお姉様は幸せにならなきゃ駄目。そうでないと私たちはずっとお姉様に引け目を感じて生きることになるのよ」

「俺たちもさ、姉さんに甘えすぎたと反省している。そのせいでいろんなことを諦めてきたよな？　だからせめてジェスとのことは諦めないでほしいと思うよ。姉さんは俺たちが幸せになれるようにって頑張ってくれたけど……幸せになってほしいって思っているのは俺たちも同じなんだから」

　弟妹たちは揃って世話の焼ける姉を仕方ないなあ、という目で見ている。

　幼い幼いと思っていたのに、もう立派な大人になった姿にひどく感慨深い思いがした。

　そして日を改めて父もアリエラの許を訪ねてきてこう言ってくれた。

「家のことは心配しなくて良いから、お前はお前の思う通りに生きなさい。殿下から望まれているのだろう？」

「それは……そうなのですが……」

「我が家は確かに取るに足りない家だが、もっと力のある家をお望みならば殿下は最初からそういった家の令嬢を選んでいるだろう。だがそうはなさらなかった。殿下は家ではなく、お前を選んだんだ。判るね？」

　優しく穏やかな父の声は、素直にアリエラの胸に広がる。

「私が言っても説得力はないだろうが……愛する人と共に生きることができるというのは、本来は何よりの喜びだと思うよ」

　苦笑交じりに父は言う。どこか悔いているような、あるいは切なげな瞳で。

　きっと今、父の頭には心がすれ違ってしまった母の姿が浮かんでいるのだろう。

「お前にばかり甘えていて、情けない父親ですまなかった。だが殿下はサヴィーニャとは違うし、お前も、私とは違うよ」

　言われて気付いた。そうか、自分が少なからず結婚に迷いがあるのは、その関係が上手くいかなかった両親の姿を見ているからだ、と。

　自分も失敗したらどうしよう、と。

　だけど……ジェスランは母のように愛に背を向けたりしない。アリエラが愛を訴えれば、必ずこちらを見て、そして抱きしめてくれる。少年のようにも見える無邪気で満面の笑顔で。

　改めて考えた。自分はどうしたいのか、と。

「……私、やっぱり……ジェスが好き……一緒にいたい……」

　言葉にするとその気持ちが胸に染みる。

　自信がないなら自信がつくように、相応しくないなら相応しくなれるように努力するしかないではないか。

　ジェスランの隣に立つために必要なことなら、そのくらいの努力ができなくてどうする。

　彼の笑顔が好きだ。

　アリエラと名を呼ぶと、少しだけ語尾が甘く響くその声が好き。

　年下なのに、年上のように感じるしっかりしたところも、なのにやっぱり年下らしく時々甘えた仕草を見せるあざとさも、いつも胸をざわつかせられる。

　頭一つ分以上も高い身長から見つめられると頬が熱くなるし、大きな手で触れられるとどうしようもなく体温が上がる。

　優しくて、穏やかで、でも時々強情で、なのにアリエラが本気で怒り出すと狼狽えて機嫌を取ろうとするところも可愛い。

　その唇に触れたいし、触れてほしい。

　もっと身体の奥深いところで、彼の熱を感じたい……そう思った時、もう自分の中でとっくに答えが出ていると認めざるを得なかった。

　きっと、アリエラを妻にすることでジェスランは本来得られるはずだった様々なものを諦めることになるだろう。

　妃の実家からの後ろ盾は期待できず、貴族たちの間で少なからずひんしゅくを買うに違いない。それこそ玉座は確実に遠ざかるし、なぜあんな役にも立たない年増を選んだのかと笑われる。

　でもジェスランは全て承知の上できっとこう言うのだ。

「それでも、俺はあなたが良い」

　なら、アリエラにできることは彼の望み通り、その傍らに寄り添うことだと思う。子どもだって、まだまだ望める。

　生まれてくる子はどちらに似ているだろう。彼はどんな顔で我が子をその腕に抱くのだろうと想像して、泣きたくなるくらいの幸せを覚えた時、アリエラの覚悟は決まった。

（ジェスに伝えよう。あなたのお申し出をお受けします、って……でもなんて言えば良い？　改まって面と向かって言うのってすごく恥ずかしい……）

　あれだけ駄目だ、無理だと拒絶しておいていまさらどんな顔で告げれば良いのか判らず、悩んだ末にアリエラが選んだのは手紙を書くことだ。

　まずは自分の素直な気持ちを伝えよう。

　それから改めて、今度はちゃんと自分の口で言おう。

「今まで、ジェスとは何度も手紙のやりとりをしてきたけど……恋文を書くのは初めてね。読んでくれると良いのだけど……」

　この日、ジェスランは公務で二、三日城を留守にすると聞いていた。

　彼がいないのは寂しいけれど、その分たっぷり時間を掛けて気持ちを言葉にすることができる。

　書き上げた手紙は近侍に頼んで彼の執務室の机にそっと置いてもらおう。

　帰ってきたら真っ先に溜まった書類を確認するだろうから、きっと手紙はその時に見つけてくれるはず。

　アリエラからの手紙を読んで、それから彼はどんなふうに自分の許へ来てくれるだろう？

　期待と、悪戯心の半々でそんなことを考えながら、アリエラは長いこと机に向かい手紙を書き上げた。

　早く帰ってきて。

　そして早く抱きしめて、私に触れて。

　あなたの笑顔をどうか見せてほしい。

　その時のことを思うと、泣きたいような嬉しいような気分になって、自然と口元がほころぶ。

　今度こそアリエラはきっと言えるはず。酒のせいでもなく、場に流されたせいでもなく、心からの愛の言葉を。

　けれど幸せな想像で胸を膨らませるアリエラの期待を打ち破るように、招かれざる客がやってくる。

　それはジェスランがもう間もなく戻って来るはずの予定より数時間前のことだった。







「やっぱりあの人に任せていたのが間違いだったみたい。随分と親不幸な娘に育ったこと」

　ご家族の方がいらっしゃっています、と侍女に伝えられて出向いた応接室でアリエラを待っていたのは、伯爵家へ戻されたはずの母その人だった。

　相変わらず温かみのない、それどころか以前よりも冷たく鋭い眼差しでこちらを睨む母の顔を見返しながら、内心ほぞをかむ。

　来客が母だと知っていたら決して会わなかったのに。

　アリエラを呼びに来た侍女を責めることはできなかった。

　対外的に母が家族であるのは事実だし、表向きは長年の貢献をねぎらい、勇退という形での解任だ。全ての人間がその解任に至った事情を知っているわけではない。

　ましてサヴィーニャは長くジェスランとシュゼッタに仕えていた。

　それは多くの者に知られていて……詳しい事情を知らない人間からすれば、娘に会いに来たと言われれば疑問も持たずに通してしまうだろう。

　けれど……

「殿下から、登城は禁じられていたはずです。私が知る限り、お母様が殿下のご意思に背くのはこれで二度目ですね」

　咎めるアリエラにサヴィーニャは口元を歪ませるように笑った。

「もちろん殿下のご命令には従います。けれどそのご命令が全て正しいとは限らないでしょう？　殿下はまだお若くていらっしゃる。判断をお間違えになっているのならそれを諫めるのも、臣下の役目よ」

「……ならばなぜそれを殿下に直接仰らずに、不在を狙うような真似をなさるのです？」

　アリエラのその言葉にサヴィーニャは答えなかった。まるでその必要がないとでも言わんばかりに聞こえなかったことにしたらしい。

　それよりも、と強引に話を変えるようにサヴィーニャは言う。

「今日はあなたに縁談を持ってきたのよ」

「はい？」

「残念ながらランドフリー侯爵との縁談はあちらからお断りされてしまったの。けれど、ロドルゴ伯爵があなたをもらっても良いと仰ってくださったわ」

「……お母様、何を仰っているのです？」

　耳を疑った。性懲りもなく縁談があるという言葉も驚きだが、ロドルゴ伯爵という名にも驚いた。

　その名を持つ人のこともアリエラは知っていた。

　年齢はランドフリー侯爵よりも近いし、独身だが、女性関係にだらしないという悪い噂のある人物の名だ。

　ランドフリー侯爵とはまた違った意味で名高い人物である。

　しかしそれ以上にアリエラを驚かせたのは、そのロドリゴ伯爵はジェスランの味方となるどころか、政敵と言っても良い相手だからだ。

　およそまっとうな縁談相手とは言えない。

「伯爵はあなたが殿下の手つきでも良いと仰ってくださっているの。むしろ処女は面倒だから、ちょうど良いのですって」

「なっ……」

「領地の屋敷には伯爵の愛人と婚外子が三人いるから、あなたにはその世話をしてほしいのだそうよ。ああ、ランドフリー侯爵よりお若いせいもあってか、ご自身の子どもは何人いても良いから、あなたにもどんどん産んでほしいって。あなたはそういうの得意でしょう？　ぴったりじゃない」

　絶句した。

　仮にも母である人の言う言葉とは思えない。

　驚愕に目を見開くアリエラに、サヴィーニャは笑う、相変わらず歪んだ笑みで。

「伯爵は第二王子殿下が王位を継いだ暁には、女性の社会的地位の改善について真面目に考えてくださると約束してくださったのよ。あなたが嫁げば、将来的に国中の女性たちが救われるの。もちろん嫁いでくれるわね？」

　意味が判らない。女性の社会的地位の改善と謳いながら、そのために実の娘を犠牲にしようとしている矛盾を母は何とも思わないのだろうか。

　それに、だ。

　ごくりと喉をならした。そして問う。

「……ジェスラン様を裏切るつもりですか」

　その一言は、間違いなく母の怒りに触れたようだ。歪んだ笑みが途端に消えて、代わりに浮かんだ激しい憎悪に晒されて否応なく身が竦んだ。

「裏切ったのは殿下の方よ」

「……っ」

「殿下が生まれてから今まで、私は二十二年もの人生を殿下のために捧げ、尽くしてきた。あの方ならば私の夢を託すに相応しいと信じ、そのためなら何だってするつもりだったわ。それなのに……あの方は私を捨てた。ずっと側にいて、ずっと尽くし続けてきた私より、あなたを選んだのよ」

　そんなひどいことってある？

　問われて、言葉を返そうとした声が喉の奥に貼り付く。

　パクパクと唇をわななかせるアリエラに、しかしサヴィーニャの恨み言は止まらなかった。

「思えば私の人生はいつもこう。女性の社会的地位を改善したい、そのために勉強したいと訴えていたのに、父はくだらない夢を抱くよりも結婚しろと命じた。あなたの父親はそんな私に結婚後は望みが叶うように協力すると言ったわ。私の夢を応援してくれるって……それなのに、私を騙して子を産ませ、何年も時間を無駄にした」

　ズキリと胸が痛む。自分たち姉弟は、騙された証拠でしかないのか。

「それならばと私の夢を殿下に託そうとした。殿下のためになんだってしたわ。今までの人生の半分近くもの時間を捧げた、全ては私の言葉を聞いてくださると信じていたから。それなのに、殿下が選んだのは、つまらない、男に媚びる生き方しかできないあなた。どうして、私を、裏切って……!!」

「……だから、殿下を裏切る正当な理由になると？　実の娘を犠牲にして……？」

　ひどくやるせない気分だった。母にとって夫や子の存在がどんなものであるかは言われずとも理解していたつもりだけれど、できればこんな言葉は聞きたくなかった。

「娘だというのなら親の役に立ちなさい。どうせもう、薹の立った傷物の娘にはそれくらいしか使い道はないのだから」

　娘の幸せなど何一つ考えていない、むしろ不幸せになることを望んでいるような母の言葉に、アリエラの心の中で、何かが壊れる音がした気がする。

「……お母様は女性の社会的地位の向上を訴えながらも、娘の人生は親の権利だからと縛り付けるのですね」

　これまで母に対して特別な愛情を抱くことはできていなかったけれど、でもだからといって積極的に不幸になってほしいとも思っていなかった。

　どうか大それた望みは捨てて、静かに過ごしてくれればと。

　でも……母の方はそうじゃなかったらしい。

　黙り込むアリエラの許に、サヴィーニャの手が伸びる。その手は抗う娘の手首を強引に掴み、そして無理矢理ソファから立たせると引きずるように歩き出す。

　およそ女性のものとは思えない、爪が肌に食い込むほどの強い力で引っ張られて、アリエラはつんのめるように身体を支えなくてはならなかった。

「離してください、私をどこへ連れて行くつもりですか！」

「もちろんあなたの夫の許よ。王子宮の外で司祭と一緒に待っているわ」

　司祭と共にということはその立ち会いの下強引に婚姻誓約書にサインさせるつもりか。

「こんなやり方は人身売買と変わらないわ！」

　叫ぶアリエラの声を聞きつけた侍従や侍女たちが駆け寄ってくる。止めるように行く手を遮るが、そんな彼らに向けるサヴィーニャの声は鋭い。

「そこをどきなさい。これは我が家の問題よ、他人の口出しは許しません」

　かつてサヴィーニャはこの王子宮でもシュゼッタに次ぐ力を持っていた。解任されたとはいえ、殆どの者がそれを覚えている。

　彼らの間で止めて良いものかどうかと戸惑いが広がっていく。

「離して、いや!!　私は行きません、ここでジェスを待つと決めているの！」

　食い込む指を解こうとしても、足に力を込めて抗おうとしても、それを上回る強さで引きずられて、一歩、また一歩とアリエラの足が前へ進んでしまう。

　開け放たれた扉の縁に縋り付くように手を掛ければ、苛立ったサヴィーニャに振り向きざまに頬を打たれた。

　よろめくと同時に再び強く手首を引かれ、とうとうつんのめるようにその場に倒れ込んでしまう。

「良い年をして何を夢見ているの!?　身の程を弁えなさい！　お前より若く美しく、相応しい女はいくらでもいるのよ。良いこと、男は若い女が好きなの。今はお前の身体に夢中になっているだけ。無駄にしがみ付いたっていつか捨てられるわ！」

「やめて、いやっ!!」

　苛立ったサヴィーニャが床に蹲るアリエラの髪を鷲掴みにしたその時だった。

「その手を離せ、サヴィーニャ。私の妃に手を上げることは、たとえあなたであろうと許さない」

　騒然とする場に静かに割り込んだのは、まさにこの王子宮の主人であるジェスランその人だ。

　予定よりも戻る時間が早い。ただ予定が早く終わったというだけではなく、急いで戻ってきたと言わんばかりの彼は、息を乱すように僅かにその肩を揺らしている。

　彼の背後で同じく息を切らせている近侍の姿が見えた。

　もしかしたら彼がジェスランに報せに走ってくれたのかもしれない。

　ジェスランの視線が周囲へ投げられた。それと同時に戸惑っていた侍従や侍女、そして伴っていた騎士たちがすぐさま動き、サヴィーニャを拘束する。

　解放されて床に座り込むアリエラの許へ手を差し伸べたのは、ジェスラン本人だ。

「大丈夫か、アリエラ。怪我は……ひどいな」

　怪我の有無を確かめてジェスランが眉を顰めたのは、サヴィーニャに掴まれていた手首の肌が、爪で抉られて傷になり、出血しているせいだ。

　ハンカチを取り出し、それを歯で二つに裂いて傷ついた手首に巻き付けると、ジェスランはその両腕でアリエラを抱え込む。

「……ジェス」

　彼の広い胸に抱かれて、ホッと安堵したとたんに気が抜けたのか、じわっとアリエラの瞳に涙が滲んだ。

　縋り付くようにその背に腕を回せば、アリエラの乱れた髪を梳くように頭を撫でられる。

　まるで小さな子どもを慰めるような手つきに、これではどちらが年上か判らない。

　アリエラを抱えたままサヴィーニャを振り返ったジェスランは、そこで深い溜息を吐くと首を横に振った。

「申し開きはあるか、サヴィーニャ」

「…………」

　母は答えない。何を言ったところで既に無駄だと悟っているらしく、先ほどの激昂が嘘のように大人しくなっている。

　だが、いくらもしないうちにブツブツと小さく呟く声が聞こえてきた。

「…………殿下が悪いのです……あんなに尽くしたのに、夫も子どもたちも捨てて人生を捧げたのに……どうして……やっと夢が叶うと思ったのに……どうして裏切るの……」

　その母の声に、実に理性的な眼差しでジェスランは言葉を返す。

「ならば、サヴィーニャ。あなたに尋ねよう。人生を捧げるほどの夢だというのなら、あなたは私の乳母となってこの二十二年、その夢を叶えるために何をなした？」

「えっ……」

　ジェスランに何を問われているのかが判らなかったのか、乱れた髪が落ちかかる顔を上げてサヴィーニャはその瞳を揺らす。困惑したその様子は、まるでつい先ほどまで繋がれていた手を振りほどかれた子どものようだ。

「城での俺の乳母の地位は、決して低くはなかったはずだ。その間あなたは何をした？　一つでも、その女性の社会的地位を向上させるため、あるいは同胞である女性たちのためになしたことがあるのか？」

「……そ、れは……だって」

「自身の子を二の次三の次にしてまで、俺に尽くしてくれたことは本当に感謝している。あなたのその献身に報いるため、俺も母上もあなたにはそれ相応の立場と報賞を与えてきたはずだ。その気になれば、不幸な女性の幾人かへ手を差し伸べることもできただろう。だが俺はそんな話を聞いたことはない」

　静かに問いを重ねるジェスランに、何か答えなくてはならないと思ったのだろう。

　サヴィーニャは必死に言葉を募るようにその口を開いた。

「そ、それは、私一人の力では何もできません！　ですから、ジェスラン様が王になられた暁にはと……!!」

「そして王の名の下に強引に社会を変えるつもりだったのか？　何の下準備も、根回しもなく、王の力一つで強引に？　夫に無駄にされたと嘆く年数よりも遙かに長い二十二年を無為に過ごしたと？　断言しても良い、サヴィーニャ。そんな考え方ではあなたには何も変えられない」

　ジェスランの眉間に深い皺が寄る。ひどくやるせないと言わんばかりのその表情に、サヴィーニャも、そしてアリエラも何も言えない。

「女性の生きづらい男尊女卑の社会は、確かに改善すべき課題だ。だが深く歴史に根付いた習慣や人の考え方は王の命令一つで容易く変えられるものではない。勇気ある者が声を上げ、多くの人々に訴えかけて理解を求め、さらにいくつもの理不尽と戦いながら長い時間を掛けてやっと変化が現れるかどうかだろう。その変化を少しでも早く実現するためには、限りある人生、今という時間を無駄にはできない。そんな貴重な時間を人任せにし、もっとも身近な女性である己の娘に何をしようとした？」

　ジェスランのその言葉を聞いて、アリエラは、ああ、と溜息に近い声をかすかに漏らした。

　彼の言うとおりだ。

　女性の立場を向上したいと言いながら、母は何もしていない。

　結局サヴィーニャが求めていたのは王に近しい存在となること。つまりは自分の地位と権力だ。

　第三王子の乳母という立場よりも、王の乳母という立場の方が社会的地位は高いから。

　それを得るためにジェスランを王にしようと画策したようにしか思えない。

「ち、違う、違います、殿下……私は……！」

「ならば今この場で、あなたがどのように社会を変えようとしていたのか、その具体的なプランを説明してくれるか？　二十数年もの間温めてきた構想があるならば、ぜひ聞かせてくれ」

　しかしサヴィーニャには答えられない。唇を震わせたまま黙り込むサヴィーニャに、ジェスランは悲しげに呟く。

「……残念だ。……客室へ連れて行け。迎えが来るまで決して外に出すな」

　もはやサヴィーニャにはジェスランをまっすぐに見上げる力すら残されていないようだった。静かに首を横に振って、連れて行けと命じる王子の言葉に従い、サヴィーニャは引きずられるようにその場から連れ出されて行った。

「……ごめんなさい、ジェス。あなたに嫌な役割をさせてしまったわ」

　母を糾弾することは、ジェスランにとってはできれば避けたいことだっただろう。

　それなのに、と項垂れる彼女にジェスランは苦笑する。

「被害者のあなたが詫びる必要はないだろう？　安心しろ、今回のことを咎めるつもりはない。この宮の内側のことで良かった。外であればさすがに庇い立てできなかった」

「……ええ、ありがとう。でもね、ジェス。私なんとなく、お母様の気持ちも判る気がする。きっとお母様が弱い女性の立場をもどかしく思っていたのは本当のことだと思うの」

　言いにくそうにアリエラは目を伏せた。

　若い頃のサヴィーニャは勉強熱心な少女だったと聞いたことがある。けれど祖父に、それほどの学を身につける必要はないと反対され、思うように学べなかった、と。

　女は家を守り、良き妻、良き母として必要な知識があれば良い、と。

　恐らく母はそこで強い疑問と反抗心、そして夢を抱いたのだと思う。

　それを正しい形で叶えることができていたら、それこそ全ての女性の可能性が広がるきっかけになっていたかもしれない。

　社会に出ることも家を守ることも、当人が望む人生を選ぶことができるような。

「でもその後に王子の乳母という、特別な地位に就くことができて……もしかしたら、母はそこで逆に変化を恐れるようになったのかもしれない」

　既にジェスランは乳母の存在を必要としなくなって久しい。いつ役目を解かれて家に戻されるかと恐れ、より強い立場を手に入れようとジェスランを王にしたかったのかも……そして、彼に恩を売りたかったのだとしたらどうだろう？

『あなたが王になれたのは私の助けもあってこそ。だから私はあなたに必要な存在なのよ』

　それだったら、母の行動の理由も判る気がするのだ。

「お母様の夢は立派だと思う。これからの社会に必要な先進的な考え方だと思う。でも、だからって家庭を守ることを優先したことを否定される覚えはない。私は私なりに幸せに生きてきた。私が自分で選んだ人生よ、誰にも馬鹿になんてさせないわ」

「ああ。判っている」

　どちらにせよ、これから先のことは母自身の問題だ。母に対して何かできる人がいるとしたら、それはアリエラでも、他の弟妹やジェスランでもなく、きっと父になるのだろう。

　二人がこの先どんな結論を出したとしても、アリエラは静かに受け止めようと思う。

「……ジェス」

「うん？」

　彼の顔を覗き込み、アリエラは泣き笑いの表情で告げた。

「……おかえりなさい」

　その言葉に、彼もまた笑った。嬉しそうに、そして少し切なそうに。

「ああ、ただいま」

　そして二人の唇が重なる。それは触れるだけの、どこか傷ついた心の痛みを労るような優しい口付けだった。







　騒動の後、サヴィーニャは迎えに来た父に連れられて伯爵邸へ帰って行った。

　その翌日父から届いた手紙には、謝罪と感謝の言葉の後で、王都の屋敷はイルゼン夫婦に任せ、母を連れて領地へ帰ること。

　そして領地でしばらく静かに過ごすつもりだと書いてあった。

　どうやら父はもう一度母の心に寄り添うことに決めたらしい。

　長い間離ればなれで、溝を埋めることもできずにいた夫婦だ。父だって母に思うところは多くあるだろう。

　けれど正直、父が母を見捨てずにいてくれたことに安堵した。

　夫婦の間のことは二人にしか判らない。全てが全て母に責任があるかというとそうではないだろう。少しでも何か良い方に変わってくれればと、アリエラは思う。

　母にされたこと、言われたこと、そして愛してはもらえなかった寂しさを忘れることはできない。

　それでも自分を産んでくれたこと、弟妹たちを与えてくれたこと、そして大切な人と出会えたことは母のおかげでもあるから。

「サヴィーニャはどうだって？」

　寝台の上で背中をクッションに預けるように座りながら父からの手紙に丁寧に目を通していたアリエラに、隣で同じく誰かからの手紙を読んでいたジェスランが顔を上げて問う。

　その彼に、ホッと息を吐いて答えた。

「領地へ帰って、ゆっくりするって。お父様が付き添ってくださるそうよ。……多分、任せて大丈夫だと思う。あなたに謝罪と感謝を伝えてほしいって」

「そうか。それなら良かった」

　微笑みながら、ジェスランは読んでいた手紙を一枚めくった。

　先ほどから彼は何度も何度もその文面に視線を落としている。

　何が嬉しいのかその口元がニヤニヤと歪んでいるのはなぜだろう……と、そこまで考えてハッとした。

　彼の手にしている便せんに見覚えがあった。

　何の変哲もない白無地のものだけれど、つい最近、かなりの長文の手紙を書いた覚えが、ある……さあっと血の気が引いたのはその時である。

「……あの、ジェス、何を読んでいるの？」

　嫌な予感に恐る恐る問いかければ彼は笑った。それはもう晴れやかな笑みで。

「ああ。とても熱烈な恋文をもらってさ。嫌われていないはずと思っていたけど、こんなに想ってくれているとは思っていなかったから、嬉しい誤算だ」

「それ、もしかして」

　ニコニコ機嫌良く笑う彼の笑顔にいよいよ本格的に背筋が冷えた。

　書いた時は大分感情的になっていたので、改めて考えると相当恥ずかしいことを書き連ねた気がする。

　そういえば昔、大事なことを文字にする時には、書いた後で一晩置きなさいと家庭教師に言われたことを思い出した。

　その場の勢いだけで書くと後で後悔することがあるから、と。

　……今、まさにその気分だ。

「か、返して」

「なんで」

「ちがうの、それはちょっと間違いで……！」

「間違いって……俺が好きだとか実はずっと想ってくれていたとか、それが違ったのか？」

「そ、それは違わないけど、表現方法を間違えたって言うか……！」

「早く抱きしめて、私に触れてってとこ？」

　妙に悪戯っぽく意味深な笑みで問われて、今度は一気に体温が上がる。

「っっっ!!」

　真っ赤な顔で、声なき悲鳴を上げて、アリエラが手紙を持つ彼の手に飛びつく。

　しかし一瞬早く高い位置へ腕を上げられ、届かない。

　それどころか逆の手で抱きしめられ、身動きが取れなくなってしまった。

「ジェス、お願い……！」

「いくらアリエラのお願いでも返せない。額に入れて飾っておきたいくらいだ。俺が死ぬ時は一緒に棺桶にいれてもらおう」

「いつまで残しておくつもりなの！」

　恥ずかしい。穴があったら埋まりたい。

　頬と言わず、耳から首筋、胸元まで真っ赤に染め上げているアリエラに、ジェスランは歯が溶けそうなくらいに甘く微笑むと手紙を丁寧に寝台の脇のサイドテーブルに置いて、空いたもう片方の手でさらに深く彼女を抱きしめる。

「アリエラ、可愛い」

「もう……っ！」

「でもできたら、手紙に書いてある言葉はこの愛らしい口でも言ってほしい」

　唇が触れ合うほど近くで囁かれて、またもアリエラの身が強ばる。でもそれは拒絶ではなく羞恥によるものだ。

　懸命に口を噤む彼女だったが、すぐにその唇がほどけたのは背に回ったジェスランの手が、さわさわと彼女の身体の表面を撫で上げたからだ。

　今二人がいるのは寝室で、そして互いに身を付けているものは寝間着だ。

　柔らかく薄い生地では不埒な彼の手つきを阻むことなどできず、腰から尻のまろみに渡って撫でられると、思わず甘い声が漏れて腰が揺れてしまう。

「あっ……」

「言って、アリエラ」

「あん、ちょっと、そのいやらしい手つきを止め……っ」

「アリエラ？」

「…………もうっ！」

　こちらが身もだえしている内に、不埒なジェスランの両手はアリエラのナイトドレスの裾をまくり上げて、彼女の太腿を露わにしてしまう。

　腿の間に手を差し込まれ、下着の上から敏感な場所を撫でられては堪らない。

　ぎゅうっとジェスランの耳を引っ張ると、彼は「痛い痛い」と訴えながら、でもちっとも懲りた様子もなく笑い声を上げる。

「真面目な話をする時は、真面目に人の話を聞きなさいって教えなかったかしら？」

「教わったね。生真面目な顔でぷんすかしながら、先生よろしく訴えるあなたが可愛かった」

「そうじゃないでしょ！　もう、真面目にしようと思えばいくらでもできるのに、どうしてこんな時は不真面目なの」

「ひどいな、真面目だよ。アリエラ、あなたに向ける気持ちはいつだって大真面目だ」

「……っ、だから、そういうのが、もう……」

　相変わらず赤い顔で唇を震わせながら彼を睨むも、ちっとも迫力がないらしくジェスランは肩を揺らして笑う。

　悔し紛れに再び軽く耳を引っ張り、そしてアリエラは彼の腰に跨がるように膝立ちで乗り上げると、余計なことばかり言うその口を塞いだ。自らの唇で。

「ん……」

　自分の吐息と共に、ジェスランの唇からも僅かな吐息が漏れた。

　かすかに開いた唇の隙間からすかさず舌を差し込めば、彼の肩が僅かに揺れ……そしてすぐに同じ熱くぬめる舌に迎え入れられて強く吸い上げられる。

　じんっと付け根から顎にかけて甘い痺れが走る。

　彼の顔に流れ落ちる己の髪を掻き上げながら、幾度も唇を合わせ、アリエラは呟くように囁いた。

「……ジェス、好き……愛している……」

「うん、俺も……俺と結婚してくれる？」

「……するわ、もう……仕方ない人。……あっ……」

　アリエラのナイトドレスの下に潜り込んだ彼の手に、履いていた下着を引きずり下ろされた。

　その下に隠していた臀部も秘所も外気に触れて僅かに腰が揺れるが、それよりアリエラを羞恥させたのは引き下ろされた下着と秘所が触れ合う部分が既にとろりと粘着質で透明な糸を引いていることに気付いたからだ。

「キスだけで、もうこんなになった？」

　色めいた眼差しで問われて、また肌の色が深まる。

　恥ずかしい、聞かないでほしい、そんなこと。

「……だって……あなたが触るから……」

「俺はまだここに触れてはいないけど……いつから？」

　とても答えられない。再び唇をきゅっと閉じれば、咎めるように彼の片手が足の間に潜り込んで、その場所をぞろりと撫で上げる。

「ふ、んんっ……！」

　太く長い節だった指が陰唇を割り、入り口を擽って、そこに溜まった蜜を掻き出すように擦られた。

　ビリビリと腰が震えるような快感にアリエラが背をのけぞらせれば、ジェスランは突き出すように目の前に差し出された彼女の胸に顔を埋め、そこの生地を歯で引っ張り降ろしてしまう。

　元々ゆとりのある柔らかな生地はいとも簡単に広げられて豊かな乳房がこぼれ落ち……躊躇うことなく彼はその片方にしゃぶりつくと歯を立て、舌を這わせた。

「あ、あぁんっ、んんっ！」

　ジェスランのもう片方の手が尻を揉む。

　そうしながら足の間に入り込んだ方の手は入り口の浅い場所を擽りながら、陰核を探り当てて優しく擦る。

　上からも下からも与えられる甘い快感に、アリエラの身体は素直に跳ね、そして甘い声を漏らした。

「あ、ああ、やぁっ……!!」

「良い眺め。もっと足を開いて……そう」

　ジェスランの眼前には、釣り鐘型に揺れるアリエラの二つの乳房と、そこから下に続くなだらかな腹、そして後ろへ突き出され、良いように揉まれている尻が見えるだろう。

　言われるがままに彼の腰をまたぐ両足を少し広げると、それを合図のように二本の指がぐうっと内側の深い場所まで沈み込んで、再びアリエラの身体をのけぞらせる。

「すごいな、柔らかく溶けている……ここ、どうなっているのか見たい」

「いやぁ……！」

　とんでもないことを言われた気がして抗おうとするけれど、それよりも早くに腰を掬い上げられて寝台に転がされる方が先だった。

　片足を掴まれたまま転がされたから、アリエラはむき出しのその場所を隠すこともできずに彼の眼前に晒してしまう。

　咄嗟にもう片方の足を引き寄せようとするけれど、間に割り入ったジェスランの身体に遮られてできなかった。

「てらてら濡れ光っている。ここがぴょこっと顔を出していて可愛い」

　秘部を覗き込むように見つめられて、身を震わせた。

　観察されるだけでも恥ずかしくて死にそうな位なのに、ジェスランは濡れ襞を割り開いて入り口のさらに奥を覗き込むように顔を近づけてくる。

「ひ、開かないで……！」

「見られるのはいや？」

　問われてこくこくと肯いた。だがすぐに後悔する。なら、と一言呟いた彼は覗き込むのは止めたが、アリエラのその場所に食らいつくように舌を這わせたからだ。

「ひあっ!?」

　一瞬で頭の中が真っ白になるほどの強い刺激に襲われて、声が裏返った。

　びく、びくっと跳ね上がる腰が恐れをなしたように逃げようとするけれど、アリエラの華奢な腰を押さえ込んでジェスランはなおも舌を這わせ、そして吸い上げる。

「んんんっ!!」

　肉厚の舌が丁寧に陰唇を舐める。その間を割り、付け根をさするように這い上がり、顔を出したばかりの陰核に吸い付かれるとひとたまりもない。

「ああっ！」

　強い刺激が怖くて腰が逃げそうになる。ガクガクと揺れるその腰を、ジェスランは押さえつけるように抱え込んだまま、解放してくれない。

「あ、も、まだ、待って……」

　待つどころかなおも舌を這わせ、愛液を噴き出した泉の源泉を辿るように秘裂を割る。

　尖らせた舌先でぐりぐりと繊細な場所をマッサージするように舐め啜られると、頭が焼き切れそうなくらいの快楽に襲われて、おかしくなりそうだ。

　かと思えばジェスランは軽く凝った陰核に軽く歯を立ててくる。

　柔らかく熱い舌と、固い歯の感触と、相対する二つの刺激を前に凝り固まった熱が痺れるように広がっていくのが判る。

　そこへ、見計らったようにひときわ強く吸い上げられると堪らない。

　腰が砕けるような強烈な愉悦にアリエラは悲鳴のような嬌声を上げながら、一気に頂点へ駆け上がった。

「んっ、あ、あぁあんっ！」

　意思にかかわらず大きく腰が跳ね上がり、それは二度、三度と続いた。

　平たい下腹が波打つように蠢き、小さな入り口が表から見ても判るくらいにヒクヒクとわななく様に、ジェスランがゴクリと喉を鳴らした音さえ聞こえるようだ。

　しかしアリエラが極めても、ジェスランはその行為を止めない。

　特に陰核の周囲をなぞり、ちゅう、と吸い上げながら軽く歯を立てられるたび、アリエラは陸に上げられた魚のように幾度も身体を跳ねさせて立て続けに達する。

「やめ、やめて、もう、やめてぇ……っ！」

　神経がむき出しにされているような敏感な場所への愛撫を繰り返されると、いっそ苦しいくらいだった。

　泉の源泉からは、ごぷりごぷりと音を立てるように愛液が吐き出され、尻の下にまでしたたり落ちて染みを広げる。

　逃れようとしてもやはり逃げられず、それどころか内側に指を突き入れられて腹側の膣壁を擦り上げるように幾度も抽送されると、アリエラは狂ったように首を打ち振りながら喘ぐしかない。

「あっ、あ、ああ、いい、んんっ!!」

「良かったらそう言って、アリエラ。ここが気持ちいい？　言わないと止めないよ」

「い、いい、良いからぁ！」

「偉いな、ちゃんと言えたね。じゃあ止めようか？」

　一体どこにそんな意地の悪い声を隠していたのだろう。

　内側を擦っていた指がピタリとその動きを止める。それでいてアリエラの顔を覗き込んでくる彼の顔は、一見爽やかな好青年に見えるのに、意地悪ないじめっ子のようでもある。

　これが通常時ならばアリエラはすぐに彼を窘めたけれど、あいにく今はそんな余裕は残されていない。

　止めてくれと言ったのは自分なのに、本当に止められてしまうともどかしくて仕方ない。

　快楽の熱は次々と泡のように湧き上がってきて、弾ける時を今か今かと待ち望むようにアリエラの中を暴れ回っている。

　その熱を発散させるために何が必要なのかを、もうアリエラは知っていた。

「いや、も、苦しい、指じゃいや……！」

　ジェスランの指を二本食締めながら、それでもアリエラはまだ足りないと、下腹部を波打たせながら腰をくねらせる。

　その内側ではうねるような女の蜜壺にしゃぶられて、肌がふやけるほどだ。

　再び喉を鳴らしたジェスランが指を抜くと、その刺激にすらアリエラが艶めかしく声を漏らした。

　身を起こした彼が、ごそごそと下履きの前をくつろげたのはその時だ。

　柔らかな生地の合間から、天を仰ぐように零れ出たそれを見て、今度喉を鳴らしたのはアリエラの方だ。

　見た目、お世辞にも美しいとは言えない凶悪な雄芯は、けれどこの場においてはひどく逞しく、恋しい存在に見える。

「……どこに入れてほしい？」

　こんな時に、どうしてそんな意地の悪い恥ずかしいことを言うのだろう。

　アリエラが恥ずかしそうに腰を揺らす様を楽しんでいるかのようだ。

　……いや、実際に楽しんでいるのだと思う。そしてそんな彼女の姿でジェスランも興奮を高めている。

　もどかしくて、焦れったくて、アリエラは荒い呼吸を吐きながら、その両足を開いた。自分でできる限界まで。

　死ぬほど恥ずかしけれど、それ以上に早く楽になりたい。どうにでもしてほしいという気持ちの方が大きく膨らんで、自らの指でその場所を広げて見せる。

　とんでもなく淫らな女の痴態に、ジェスランの顔も赤く染まる。

　だがその間も我慢できず、アリエラは強請るように腰を揺らした。

「ジェス……お願い、早く……ほし……ああああああんっ!!」

　言い終わらぬうちに、その場所を一気に貫かれた。それこそ一息に最奥に辿り着くほど深くまで。

　ずん、と腹に響く重い衝撃に腰が浮き上がるほどに背をのけぞらせれば、その両足を肩に担ぐように抱え込んでジェスランが、腰を使い始める。

　ぐじゅっ、ずぶ、ぬぷり、と耳を塞ぎたくなるほどのひどい音が響いた。

　激しく内側を撹拌されて、空気と混じった互いの体液が白く濁り、それぞれの肌を汚す。

「アリエラ……ああ、いい、アリエラ……！」

「あ、あ、あっ、あぁあっ!!」

　濃密な男女が交わる匂いが立ちこめ、室内に淫らな水音と二人分の嬌声、そして寝台が軋む音が響き合う。

　多分これらの音はきっと部屋の外にも響いているだろう。

　より深く、さらに深く、子宮の入り口をこじ開けるように抉られながら、アリエラはひたすらに喘いだ。

　激しい突き上げが苦しい。

　まだ情事を覚えたばかりの身体はその全てを悦びとするのには時間がかかる。

　でも太い肉茎で膣壁全体を擦り上げられると、目の前に星が散るほどの熱と快感に襲われて、苦しさも痛みも全て身体を高める刺激に強引に変えられてしまう。

「あ、あ、あん、ああっ、あっ！」

　どうしようもなく気持ち良かった。正気を失い、その快楽に溺れるほどに。

　もっとほしくて、両足を彼の腰に巻き付けながら、彼の首裏に回した両手で抱きしめる。

　密着する身体が揺すられるたび、その胸板に尖りきった胸の先が擦られて、それもまた癖になるほど気持ち良い。

　今までの二十六年の人生の中で、こんな快楽を極めることになるなんて思いもしなかった。知らなかった時には一人でも穏やかに暮らしていけると思っていたけれど、知ってしまった今はきっともうそんな生活には戻れないだろう。

「ジェス、ジェスラ、ジェス……！」

「ああ、いい。もっと、俺の名を呼んで……は、良すぎる……！」

　もう滅茶苦茶だった。

　互いに腰を振りながらつながり合い、同時に唇を寄せて舌を絡め合う。

　上からも下からも聞くに堪えない水音を響かせながら、二人は求め合う。

　ぶるぶると腰と言わず全身が震えた。痛いくらいに痙攣を繰り返しながらジェスランに絡みつくアリエラの内側がひときわ強く彼自身を締め上げる。

　堪らずジェスランが振り切るように最奥を突き上げた。

　その先端がアリエラのもっとも感じる場所を抉ったのだろう。

「きゃああああっ！」

　悲鳴、と言うには甘すぎる愉悦の声を上げながら、一気に熱が弾けた。

　ぶるっと背骨から全身へと官能の波が押し寄せて、目の前で星が散る。

　それと同時に先ほど以上に強く、それでいて柔らかく包み込んで男に吐精を促す女の膣壁の動きにジェスランもまた抗うことはできなかった。

「あああっ！」

「うっ……！」

　アリエラが身を震わせる動きに合わせるように、ジェスランの欲望が彼女の中へと吐き出される。どくり、どくりと同じリズムを刻みながら腹に浴びせかけられる熱い飛沫の奔流さえ甘い刺激となってアリエラの身を波打たせた。

　ぐったりと、全身から力が抜ける。法悦の極みにまで押し上げられて疲労困憊となった身体が無防備なまま寝台に力なく投げ出されるけれど、それを正している余裕がない。

「は……はぁ……はぁ……」

　呼吸が荒く、なかなか整わずに幾度も浅い呼吸を繰り返すアリエラに、ジェスランの口付けが降ってきた。

　汗まみれの額に、頬に、そして唇に。それは官能を暴くような淫らなものとは違っていて、どこまでも彼女を労る優しいキスだ。

　ちゅ、ちゅっと繰り返される可愛らしいキスにアリエラの口元がほころぶ。

　それと同時に涙が一つ二つ、こぼれ落ち……それを見てぎょっとしたのはジェスランだ。

「どうした。辛いか？　どこか痛いところがある？」

　自分が無茶をしてしまったと思ったのか、妙に焦った様子でアリエラの体調を気遣う彼に、今度は声を出して笑ってしまう。

「違うのよ、どこも痛くないわ、大丈夫。ありがとう。ただ……」

「ただ？」

「……幸せだなあって、思っただけなの」

　涙混じりにうっとりと呟いたアリエラの言葉にジェスランが目を丸くする。これほど素直な言葉を向けられるとは、なぜか思っていなかったらしい。

　どこか虚を突かれた間の抜けた彼の表情は、幼い頃によく見せていたものだと思うと再び笑いがこみ上げた。それと同時にまた涙が一つ眦を伝い落ちる。

　溢れ出たものはそれだけではなかった。

「大好きよ。……愛しているわ、ジェスラン。ずっと、あなたのそばに置いてね」

　ふんわりと微笑んだその直後、変化に襲われた。未だ身を繋いだまま、アリエラの深い場所を貫く存在が再び力を取り戻すように大きく膨らんだからだ。

「……えっ、あら……」

　それが何かを理解して、アリエラの顔が真っ赤に染まる。

　赤いのはジェスランも同じだ。

　節操のない若い身体は、その持ち主であっても制御は難しい。

　困ったように眉を下げ、チラチラと彼の顔を見上げるアリエラに、ジェスランは片手で己の顔を隠す。

　しかしどんなに隠そうとしても、頬も耳も首筋まで赤くなった肌を隠すことはできず、仮に隠せたとしても直接繋がり合った場所から、彼の内心が嫌と言うほど伝わってくる。

「まったく……」

　照れ隠しのように彼が声を上げたのはその直後だ。

「今夜は、眠れると思うなよアリエラ」

「わ、私、そんなつもりじゃ……」

「つもりがあろうとなかろうと、こっちはもう収まりが付かない。伽を覚えたばかりの二十代男子の体力を甘く見るなよ」

　思わずアリエラが逃げ出そうとしたのは本能的な危機察知能力のおかげかもしれない。

　だが今それは役に立たないばかりか、逆に彼女を窮地へ追い込む。

　身を揺らしたその拍子に、中を貫くものの角度が変わってそれがまた彼女の良い場所を擦り上げ、身体の芯が痺れるような快楽を与えてきたために。

「ああん……っ！」

　身もだえする彼女を、ジェスランが繋がったまま、半ば強引に這いつくばらせた。

　高く腰を持ち上げられた直後、ずんと重く突き上げられて、全身の産毛が逆立つ。

「あ、ああ、あっ、あんっ！」

　背後から抱きつくようにむちゃくちゃに腰を動かされると同時に、伏せて寝台に押しつぶされた乳房を鷲掴みにされて揉みしだかれる。乱暴に揉まれ、尖った乳首をくびり出すようにひねられるのは痛いはずなのに、どうしてこんなに気持ち良いのだろう。

「あ、ああ、良い、気持ち良い、ジェス……」

「俺も良い。良すぎる……アリエラ」

　背中に、ジェスランの胸板が重なる。熱く燃えるような逞しい彼の胸に抱え込まれると、自分が小さな存在になったようでひどく心許ない気がするのに、同時に深い安堵を覚える。

「好きだ、アリエラ。愛している、本当に好きなんだ」

　身体の快楽ももちろんだが、繰り返されるジェスランの愛の言葉はアリエラの心も甘く蕩かした。心が開かれれば開かれるほど、身体の快楽も深くなる。

「愛している。どうかずっと側にいてくれ……どこにも行かないで」

　どこか縋るようにも聞こえるその声に、ガクガクと身を揺すられながら何度も肯いた。

　ジェスランは何度も何度も、アリエラの最奥を突き上げる。ただ力任せに叩くのではなく、腰を回し、抉るように。

　その先端に深い場所を押し上げられ、肉竿で膣壁を擦り上げられて、アリエラは何度も果てを見た。

「あ、あああん、ひ、んっ、く、あぁっ」

「は、ああ、いい。あなたはどうしてこんなに俺を狂わせるんだ……」

　狂わされるとジェスランが言うけれど、それは彼だけではない。

　アリエラだってジェスランに狂わされている。

　柔らかな女の身に溺れるように、アリエラの胎内にジェスランがたっぷりと熱い飛沫を注ぎ込んだのは、その夜一度や二度では済まなかった。

　アリエラもまた数え切れないほどに頂点へと押し上げられながら、二人の情交はその夜長いこと続いた。

　とうとう力尽きて、二人頽れるように身を投げ出しながら眠りについたのは、もう夜明けも近い頃合いだ。

　それから丸一日の間二人は王子の寝室から出てくることはなく、また誰もその部屋に足を踏み入れることはできず、想いを繋げ合った恋人たちは存分に互いの熱を分け合いながら濃密なひとときに酔いしれたのである。







終章








　第三王子ジェスランが長年想いを寄せていた伯爵令嬢と華々しい婚礼を挙げたのは、長雨が終わり、木々の青々とした葉が鮮やかな緑へと色を深めた、初夏の頃だった。

　朝も早くから祝砲が打ち上げられ、王都中の教会では祝福の鐘が鳴る。

　式には、王と王妃の他、第一王子と、第二王子の二人の兄王子に第二妃とジェスランの実母であるシュゼッタとそうそうたる王族が居並ぶ中、花嫁の両親、弟妹夫婦も列席している。

　粛々と進められる挙式の中で、純白のウエディングドレスに身を包んだ花嫁の姿に涙を堪えられないのは伯爵家の人々だ。

　花嫁の二人の妹たちはハンカチの色が変わるほど涙をこぼし、弟はかろうじて涙を堪えているがその目は真っ赤だし、父にいたっては号泣寸前。

　唯一母だけは静かに座っていたが、どこか感慨深い眼差しで祭壇前の二人を見つめている。

　三人の王子による王位継承問題はどうなることかと心配したが、決着がついたのは半年ほど前のことだ。

　いがみ合うというほどではないにせよ互いを牽制し合う二人の兄王子を根気よく説得し、やがて長兄を王太子に、次兄をその宰相にという形で話を纏めたのはジェスランの功績である。

　兄たちはこう言った。

「なぜ私たちの間を取り持つのだ。お前だって王位を狙っていただろうに」

　と。その兄たちにジェスランはあっけらかんと返した。

「いや、全く狙っていない。王になって決められた相手と結婚するより、俺は臣下となってアリエラと結婚したいんだ」

　王位を狙わない理由が女のためかと兄たちはやや呆れた様子だが、しかし率直なジェスランの言葉を信じ、恋を応援する気になったらしい。

　無事にジェスランがアリエラと今日という日を迎えることができたのは、彼らの後押しもあってのことだった。

　国教会から表へと出た二人へ、純白の花のシャワーが贈られる。

　風に舞う花々の中で、ジェスランとアリエラの二人は笑った。

　人生の中でもっとも祝福に満ちたこの日を、二人は生涯にわたって忘れることはないだろう。

　そして、その夜。

　無事に婚礼を終えた二人は、夫婦として初めての夜を迎えた。

　始まりの合図はいつもと同じように口付けから。

　やがてそのキスが全身へと広がり、唇や舌、手や指による愛撫を重ねられる内に、アリエラの唇からはあだめいた甘い嬌声がこぼれ落ちる。

「あっ、や、ジェス、もう、早くして……！」

　色白の肌をバラ色に染めながら、切なげに訴えるアリエラの声はもう涙混じりだ。

　だってもう随分長いこと全身に愛撫されているのに、秘められた場所はとっくにしとどに濡れて準備を終えているのにジェスランは焦らすばかりで中に入ろうとしないから。

　感じていた羞恥も、淑女としての躊躇いも、もうドロドロとした欲望に塗れて形すら残っていない。

　自ら両足を開き、腰を振りながら切なげに強請るアリエラの誘惑にジェスランが逆らえるわけはなかった。

　愛しい女の、もっとも深い場所に己を沈めながら、温かく柔らかく、そしてねっとりといやらしく包み込まれる、脳天を突き抜ける快感にジェスランは感極まる吐息を漏らした。

　ずっとこの快感を味わっていたいけれど、それ以上にもっと強い刺激がほしい。

　彼女の奥深くをこれ以上は無理と言うほどに暴いて己を解き放ち、その腹に種をまき散らしたい。

「ああ、アリエラ……愛している」

　そう囁くと、彼女も情欲に染まった瞳で答えた。

「私も、愛しているわ、ジェスラン……」

　貞淑で、清楚で、おっとりとしていてどこか危なっかしい。

　それでいて温かく、優しく、いつ訪ねて行ってもジェスランを迎え入れてくれた最愛の幼馴染みを女として芽吹かせたのは自分だ。

　そのことにどうしようもないくらいの喜びを感じている。

　この女を変えたのは自分だ。

　この女が愛しているのは自分だ。

　そして唯一この女性に触れられるのは自分だ。

　ずっとほしかった。温かな彼女の腕に生涯抱かれていたい。

「あっ、あ、ああ、んっっ!!」

　深い愛は狂気に似ている。

　身を強ばらせながら頂点へ駆け上がる彼女をさらに追い立てるように腰を振り、抉り、そして最奥で己を解き放ったジェスランは、彼女の身体を抱きしめながら思った。

　二度と手放さない、と。







　第三王子から公爵へと臣下に下ったジェスランは、その後二人の兄を相手に時に相談に乗り、時に叱責し、そして時に酒を酌み交わして国を支えた。

　彼が繰り返し唱えていたのは、女性の社会的地位の保証。

　社会に出るのでも、家庭を守るのでも、あるいはその両方であっても、女性が自分の望む生き方ができるよう、選択肢を広げたい、と。

　これまで男子にしか認められていなかった継承権を女子にも認めさせるように法を改めたのは彼の人生をかけてなした偉業である。

　また身寄りを失った子どものための保護施設を作り、職を与え、自らの力で生きていけるようにと環境を整えたこともまた、彼の偉勲と言って良い。

　そんなジェスランを傍らでいつも穏やかに微笑みながら寄り添い続けたのは、彼より四歳年上の妻である。

　王と宰相になった二人の兄ですら一目置いていた国筆頭の公爵は、生涯にわたって愛する妻と、そして妻によく似た子どもたちに頭が上がらなかったという。







あとがき








　濃蜜ラブルージュ様では初めまして、逢おう矢や沙さ希きと申します。

　こちらのレーベル様は現代が舞台の濃厚ラブロマンスという印象が強かったので、正直最初にご連絡をいただいた時にはちょっと驚きました。

　ですがお話を伺うとファンタジー系にも範囲を広げられるとのこと、その執筆者としてお声がけいただきとても光栄に思います。




　今作のヒロイン、アリエラは貴族令嬢としては少し年齢が高めの設定ということもあって、女性の権利獲得が主張されるようになる少し前くらいの年代を想像しています。

　これからの自分の人生に関する漠然とした不安を抱きつつも、女性が生きづらい世界観の中で自分らしい生き方を探すおっとりお姉さん系ヒロインを目指しました。

　そしてヒーローのジェスランは最初は弟系を目指していたのですがいざ書いてみると、ヒロインがおっとりしている分、結構しっかり男子になりました。

　好きだ好きだ連呼するあたりに弟系の名残が残っている気がしますけども、少なからず好意を持っている相手にまっすぐに押されると、よろめきますよね。

　おっとりお姉さんを、いざという時にはしっかり引率する頼りになる一途な弟系ヒーローのお話、大変楽しく書かせていただきました。




　たくさんのフォローとアドバイス、そして細やかなお気遣いをいただきました担当様、ありがとうございます！

　作品を飾ってくださったｙｕｉＮａユイナ先生、繊細で美しいイラストはいつも拝見しておりましたので、お名前を伺った時は思わずモニタの前でニコニコしてしまいました。

　想像以上に素敵なイラストをありがとうございます！

　きっと読者の皆様も思ったはず、お胸ふっかふかだぜ……！

　またデザイナー様、校正様、出版社様他、この作品に関わってくださった皆様へ感謝申し上げます。

　そして読者様へ、皆様がご覧くださるからこそ今日も私は作品を書くことができています。ありがとうございます！

　皆様にとって、少しでもお楽しみ頂ける作品であることを願っております。






逢矢沙希
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